
.、
，，t

‘

 

、
z

'

，
g

E

‘
‘
 

、
J

，
a
e

〆



園 田 園 園 園 田 園 圃 園 田 園 圃 圃 副 田 園 田 曜 田 陣 蜘 闇 副 棚 唱

ミ要P 4  

Pノイ1・4'

L・7 .，ンク

専売務許

第 193114 号

a

v

 

a
v

・
，

a

，
.
v
 

a

・

r.
，

a----F.
，

 

.
，
 

.

.
 F
a

'

 

.
，
.
，
.
，

a
'
 

.•. 

，v

.

，.， 

--a
，
.
，
.
，
.
，
.
，

a，

 

a

，a

，

 
..
 

可.，

a

E

v

a

'

a

'

-
F

・
p

-

F

・
v

.

，
.
，
.
，

田島応用化工株式会話

東 京 足 立 区 Jh 台 6 3 3 TEL 王子 (91) 代表 5111

^  版西区東町堀上通 1-14 TEL 土佐堀 (44) 代表 0809



- 見学会お知らせ
お申込はお早く・

大 阪 市 西 成 区 役 所 見 学 会

標記凡学会を，大阪市建築局の御斡旋により下記事要項で開催致します。多数お繰合せ御参加下さ し、。

1. 日 時 2 月12日 ( 土) 午 後 2 時集合

1. 集合場所 西成区役所玄関前〈市バス大阪駅及動皮よリ西住之江行乗車西成区役所前下車)

1  申込〆切 2 月10 fl 迄会資 ( 50円〉を添え申込みのこと

・建物事提言G'

大 阪 市 建 築 局

株 式 会 社 奥 村 組

昭和29年 3 月10円

昭和29年11月26日

限計監理

施 工

着 工

竣 工

規 模
基礎後椀割栗石一部布地形，鉄筋コ γ グリート造陸屋倶三階建地階及塔屋付

建築面積 386l5!'， 延面積 1，237坪 事干高，建 築地盤線ーバヲペット上端迄15，20m

最高部 26，60m

本区役所l乱大阪市がモデル区役所として i斬新な敵計と施股を誇っている建物てあリま ・ず。

，、，、，、へ～Ｂ 、，、 Ｎ 、 ・ 、，、 Ｎ 、 Ｎ 、 、 ｾ 剛、ＢＮＮ，、，Ｎ，Ｍ，，Ｍ Ｍ、ＭＭ向 ｾ、，、，、，、 ｎ 、，、，、 ｰ 、 ｾ・‘，、ヘｾ Ｎ、町《人ヘ ｆ ぜ 側 、 ， 、 Ｎ 、 ， 、 ， 、へ Ｎ 、 ， 、Ｎ 、ｾＮ、 ， 、 ｾＮ内相，ｾ偽 Ｔ 町ｾ、

- 白 鶴 ・ 酒 蔵 見 学 会

灘御影郷に創業以来 200 年の歴史を有する，銘酒ー白鶴 J の本庖二号酒電車を，株式会社竹中工務庖の御輪旋に

より，本会兵庫支部と共催下記に依り見学することになりました。下記要項御参照の上御申込下さい。

1. 日 時 2月16日 ( 水) 午 後1時半・晴雨不論 (時間厳守〉

1.  集 合 所 「自民自」木陪正門前( 阪神電車住吉駅下車南へ約 5 分〉

1. 会 費 150円( 準備の者(1合上前以て会費と共に申込みのこと〉

1.  申込〆切 14日迄で〆切りますが，予定人員 (60名) に述 した時先着〆切ります。

白鎚本庖弐号蔵工事概記

限計施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

建築面積 建坪 433l5!' 延坪 1，741坪

線 機 鉄筋コ ; /! I リー ト造，地上 6 階塔屋付，屋上バラベ フト迄64尺，最高 100尺

着 工 昭和276手4月21 日 竣 工 昭和27年11月30日

見単l立酒造状況及自動場E詩作業の現況。

埼 玉 ビ ル デ ィ ン グ 見 学 会

標記新築ピノレディ γ グ見学会を( 株) 大林組の御斡旋で開催することになりました。多数御参加をお待ちして

おります。

日 時

集 会 所

〆 切

・建物繊記・

般計監理

施 工

着 工

竣 工

規 繍

2 月22 日 ( 火) 午後 2 時集合

埼玉ピノレ正面玄関( 大阪市東区淡路町 4 丁目 ・御堂筋，ガスピノレ東南〉

20日迄会費 (50円〉を添え申込のこと。

池田建築事務所 日建設計工務株式会社

株 式 会 社 大 林 組

昭和28年11 月20 日

昭和30年 2 月初 日

鉄筋コ γ F リー トペタ基礎，鉄骨鉄筋コシクリ ート 造地 下 2 階地上 9 階 ( バラペ y ト

府高) 3 1 m 外装 1 階花筒岩貼， 2 階 以上タ イル貼， 建築面積 162. 5坪 延 面

積 2，102. 5坪

向師、，..，.，..，..，..旬、向吋旬、.、v

ＮＮＮ，ＮＮＮ，Ｎｾ、何、，、

- 日本建築がアメリカ建築に及した影響講演会開催・詳細，本文31p下段参照申込れたし
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1. 銀 行 入 口 詳 細

2  玄関エレ ベーターホール

3. 1 階 銀 行 客 溜

4. 1 階 銀 行 客 ; 留



1 階

1  エレベータ ーホール 2  ピル玄関 3  銀行営業

主 4  客溜 5 . 喫茶室 6. 売庖 7. クーラーヒ

ータ一室

1也1 階

1. エレベーターホーノレ 2  貸室 3  ホール

4. 銀行部隊 5  化粧室 6  クーラーヒータ一室

• • 
• • 

• • 

J

i

-

-

・
・:
p

o

l

-

-

.

J

i

l

l

-

a

i

l

-
-

i

中 2 階

1 . エレベーターホール上部吹抜 2 . 銀行営業室上部

欧抜 3. 守衛溜 り 4  クー ラーヒータ一室

地 2 階

1. 織械室 2  変電機室 3  発電機室 4. 蓄電池

室 5. ポンプ室 6. 石炭陣 7 焼却室 8. 洗面所

グリーンビルディング建築概要

4  ノ2  名 古 屋 市 中 区 広 小 路 通 り置位

ト 造リtJ 鉄 骨 鉄 筋 コ γ造構

塔 屋 3 階地 下 2 階地 上 8 階数階

軒 高 1 0  2. 3  0 尺 最 高 々 1 3  3.  3  0 尺サ高

1  9  3. 7  8  !平演菌地敷

昭 和 2 8 年 1 1 月着

昭 和 2 9 年 9 月 1 5 日

工

エ鎗



2 階

1  エレベーターホール 2.  U事務室 3  ピル事務

:ii 4  化粧室 5.  ｾーラーヒータ一室 6  湯沸:iiI

ＷｾＸ 階

1  エレベーターホール 2.  U事務室 3 . 化粧宝

4  クーラーヒータ一室 5. 泌沸場

ＳｾＶ 階

1. エレベーターホール 2.  U 事務室 3  札粧宝

4 . クー ラー ヒータ一室 5  湯静場

屋 1 階

1. 冷凍機械室

2  エレベーター機械室

地 2

地 1

建 物 面 積

0

4

 

0

L

n

d

a

4

k

υ

 

ー

73.  81係 機 械 室 I 6  182. 31  

182. 56 貸 室 I 7  182.31 

172.  82  信 託 銀 行 I 8  182. 31  

27. 64 ピル守衛 淘 | 屋 1 22. 47 

182.31 貸 事 務 室 | 屋 2 22. 47 

182. 31 1/ I 屋 3 15. 51  

182. 31 // I  合計 1，793. 45 

屋 3 階

1.  7 7 ン室

2. ターリングタワー

11 

目 ｾ｢

国 'TI
182. 31  1/ 

1/ 

// 

機 械 室

// 

々

1.  7 イルタ一室

2 . ターリングタワー

屋 2 階
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l兵 庫 県 水 産 会 館 : ア 2 3 t川|

建 築 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

構 造

。皆 数

軒 高

着 コニ

竣 エ

階 Bリ

士苔 屋

4  階

3  階

2  階

階

計

建 築 概 要

神戸市兵庫区新在家通 123番地

676. 00坪

建 坪 263. 675坪 延 坪 735. 472昨

鉄筋コ γ グ リ ー ト 造

地上 4 階， 塔 屋 付

地盤面上 16. 37
M

最高部 19. 53
M

昭和28年 12月24 日

昭和29年 10月初日

坪 数

1 8. 0 7 n 予

1 5 1. 2 4  11 

1 5 1. 2 4  It 

1 5 1. 2 4  11 

263.  6 7 5  11 

735.  4 7 2  J手



本会館は兵庫県下の漁業組合事務所、倉庫、組合員

の宿泊設備、食堂、大小会議室を一つに包含 したものて

あリます。設計の基本方針として、漁民の親 しみ易い近

代的な気分のする建物と ・することを念頭に置きました。

鮫 計 兵 庫 県 営 錯 誤

企 画 神 田 省 三 、 中 茂

設 計 光 安 義 光、信 )11 好 弘

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

株 式 会 社 大 阪 電 気 商 会

大 阪 媛 房 商 会

大 阪 ガ ス 株 式 会 社

沖 電 気 工 事 株 式 会 社

附帯設備、家具一切を含めて、士平当リ 9

万同とい う低い工事費を繍うため に、建築

材料の仕上リ 、塗装 、家具、電気器具等に

目にふれるところには特に留意をし、空間

感情の極成に意を払いました。



媛房については、 昼間約 4時間位の採媛のた

めにボイラー設置は不利と考え、ガスに頼る こ

とにしましTこ。

この建物が 当初の期待遇リ にて.きあがったの

は上掲の各業者の需要意の総結集てあって、ここ

に深謝する次第てあります。 ( y . M記〉
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24 

湯 沸 室

食 堂

厨 房

務及 f士込室

浴 室

小 侠 室

電 気 室

ポ γ プ 室

倉 庫

車 庫

浄 化 槽

中 庭

13  

14 

チ

関

階

，r. 

玄

ホ

2  

15  

16  

18 

23  

24 

19  

n

u
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n
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u
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L

n

L

17  

ー ノレ

北 談 話 室

荷 。

宿 直 室

電話交換 室

務 室

局 長 ｾ

Di I 室

納 品 ! 事

便所 化粧室

3  

4  

9  

10  

12  

11  

7  

8  

5  

6  

暗 平 田 圃

出納事 務室

宿 直 室

金 庫 室

便所 化粧 室

湯 沸 室

6  

7  

10 

8  

9  

下

室

室

室

淘

務

接

長

階

廊

事

応

会

客

2  

2  

5  

3  

4  

2 階 Z手 商 圏
納 戸

応 接 室

女 中 室

配 膳 室

]I 務 室

便所 化 粧室

湯 沸 室

8  

10 

11 

12  

14  

13  

9  

下

室

下

側

所

室

室

函

衣

階

内

同

廊

宿

廊

縁

洗

浴

脱

3  

1  

2  

5  

7  

3  

4  

6  

3 階 卒 商 圏

階

ル

室

ヂ

議

-

A

P
T

A

テ

大

ス

小 会 議 室

便所 化粧 室

湯 沸 室

オミ

4  

2  

3  

4

4

R

u

n

o

 

閉
屋 階 平 面 闇

4 階 平 面 圃

E L  1  

5  r - .10U  

室

申

車

場

踏

濯

糟

千

洗

水

物

屋

2  

3  



株 式 会 社 大 沢 高 会 名 古 屋 支 庖

設 計 施 工 清 水 建 設 K . K 名 古 屋 支 庖

殻 計 担 当 中 根 富 貴 三、 加 藤 啓 治

現 場 担 当 井 上 道 夫

位 置 名古屋市中区本軍町 1 丁目 13帯地

敷地而杭 111 ，030郎

}.I!物[町術 主II 坪 76，1l 6i f

延 坪 134 ，741蹄

棉造概要 鉄筋コンク 9 ート追i二階建，

一部附属屋木造平家述

外部仕上 京国及南，北面一部モザイクタイル渡り，耳I 而

スパンドレノレ，ス チール板 j ラミンラ Y カー焼

付，玄関廻り蛇紋石張り

裏廻りモルタル塗り，樹脂系主主料仕上

内部仕上 各室床アスタイル奴り，天井アコスチックテツ

クス張り. ｾｾプ ラスター塗り，支庖 長 室ｾ，栄

殴喰り， tr 郎廻りモノレタル検り



階

• J '  11 

E望

巴

10 

2 階

1  客 沼 2.  1 階事務室 3 . 物 入 4 . 倉郎事務室 5 . 金郎位場 6. 使 所 7  泌瀞場 8 . 廊 下

9. 姉除具入 10. 倉 同l
11 重要品倉庫 12 空箱積場 13.  ?Ij 造場 14. 踏 込 15 小使輩 16. 押 入

17. 台 所 18 通 路 19. 支配人室 20.  2 階事務室 21. 会議室



船岡町役場庁舎目

設 計 監 理 E

ｾ鳥取建築研究所 目

担 当 上 村 -

協 働 蓮 仏 享 目

石 本 圭 助 .

施 工 目

八 千 代 建 設 K. K  

中 国 電 気 工 事 K . K  K  

所 在 地

強策面! I t

工 期

工 費

主 要 情 造

外 装

鳥 取 県 八 頭 郡 船 岡 田J

本 館 1  5  3. 0 坪

附属舎 33.  5 坪

合 計 1  8  6.  5 坪

Ｗｴ ｾ ｦ 工 昭 和 2 9 年 3 月 1 0 自

殺 工 昭ねI 2  9 年 7 月 1 0 日

￥ 7， 0  9  7， 0  0  O. 0  0  

本 館 木 造i草型スレート茸二階i J ¥

附属舎 木 造克惨箆 ( ! 亜鉛穂鉄板) 平家u

下 見板 張 り油性ペンキ塗仕上げ，

二 階前而( 西北面) 関口部に菌防完全けの為星空空l

ノシー ヴア ー ( 木製) を取付けた。

4  

Ｏーｾ 必
ｕｕ リｾ ' L. . . . . . . . . J I Ｂｾ＠

日皆



階)

I  ポーチ 2.  .Ii: 1則 3  草子 I出

5. 出納室 6. 占J oI l 7 . 町長滋

9.  応E皇室 10. l ( J i U室 11. Ii1 /i} 

階〕

13. ￐ｉｾ 室 11. 図; ! l 宝 15. : a只強盗

17 物 入 18. 修養笠 19. ｾ車 場

内 郁 仕 上

各 宰 共 床，治雄甲板葺t

壁，木摺f事喰塗仕上

天井，ハード 7 - ; 1クス

車 I宮 カワンター ，!:盟巾木共，テラゾー

床 ， 人造石研出し ｲｾ 繰回地人

町長室， ｡ 車場床 ，治橡甲 板ｾＡｾ

ｾ，パルポイド仕上

天井，ハードテアヲス

4 . 事務室

8  印刷室

12. 食 堂

16. 同 左

2  階

鳥取県船岡町役場庁舎

船岡町は鳥取から国鉄にのって数十分，伯央線から若桜の谷へ少し

入ったi 9i にある。 λ l J J i . l l¥lの中心の町である。絞近町村合併をして大

きくなった。新しい町役場が述てられる lJJ になり，地元の布力者が，

在米の頗や地盤でマンキリの設計でなく， ｾ￯ 能 な ｉＮｉＡ築家に依頼し て

みようと動いた結果，丁度52年末ごろからぬ取政住の若い建築家途

で動左出していた N A U T ( 新日本娃築家集団鳥取支部) の人たち

が引うけるニとになった。設計は数人の会貝の共同作業で行われ，

囚舎の町にはめっーらしト斬新な木造に鉄骨の合成構造や造形がと り

入れられた。単に設計だけでな< ，組設にも地元の大工や左官やさ

んたちが 下 ｵｮ をー干引うけるとい う 新 らし い ｊ ， ｈｾ 方式で，働〈人 の

意欲的な労働で53年 8 月に完成 した。完成後県下でも評判になり，

町役場など新築しよ うとする所から見学者も統々と米，古い無感覚

なl日軍基か らぬけ出して農村に生活に附l した処策をつくり出そうとす

る気迫II に大主な息吹さをあたえている。またこ の工 lJJ 'I 'のの人たち

のまじめな努力が口われて，農業念日Iをコンクリート姐でつくる工

事や，台所改善などにも相談をもちかけられ，農村での姥築家の現

地と結びついた活動のしかたの新らしい広タイルをつくり出す機縁

ともなった。そういう怠昧で，この長II 物は出来上っているまII 物以上

の意味をもつも のだといえる。( 西山記)



の 元 気

広大な古市団地に住みよい環境をっくり出

すため，変化 にみちた建物部置を計画した久

対唯九郎氏の作品を，実地見学して討議する

住宅研究会の会合が昨年の11月27 臼に現地で

あった。曲線をつかった道路にさまざまな角

度に列んだプロツグ の配置に少々キモを抜か

れ た ( ? ) か，設計者の臨席に敬意を表して

( ? ) か，あまり手きびしい発言 がなかった

が，大阪市の技師遥が設計をまかされた場合

このような自由な計画ができるかという問に

は，市側の人は何しろこんな大団地はめずら

しいのでと答えをにごしていた。多分出来な

いのではないか。 r若いものはもっと元気を

出したらどうか」 という府の氏の発言にも大

笑いだけで答え切れないチグハグな空気があ

った。のびのびと計画するというセ γ スを若

い建築家の卵たちからうばっていくものは何

であろうか。それは久米さんなら出来 るとい

う事 とウラハラの関係にあるような気がする

こんな重 くるしい空気をうちゃぶってい く力

こそ，住宅研究会に期待すべきものではなか

ろうか。 ( u)

若 い 人
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設計のスタンドプレイ

「建築は，それを使う人の為に造られるものである」 こん

な命題を今頃持出すと ，釈迦に説法する気かと開き直られ

るかも知れないが，開き直りたいのはこちらの方で、ある。

最近のいわゆる新建築の中には， 11 月号のこの欄にも指摘

されたように，屋外 より気候条件の惑くなる総ガラス張の

建築があったり，オリェ γ テーシヨ γ に無関係に，円形の

病練や学校が造られているのを見ると，もう一度，上の命

題を持出したくなる。円形の病棟がよいと思う建築家は，

一度自分でその円形の廊下をグノレグノレと 2 ， 3 固まわって

見るとよい。ついでに手押車を壁にぶつからないように押

して歩くと 効果は更によい。 また円形の学校の中の扇形の

教室で，窓を背にした生徒の シノレエ Y トに向って講義をし

て見ると ，閉暗のコ γ トラストが，どれ程目を疲らせるか

が判るだろう 。

こんな設計をするのは，建築家の不魁雌だと思っていた

が，最近やっとその真意が判ってきたような気がする。結

果が良かろうが悪かろうが， ともかく他人のやらなかった

形を設計して，大向を段、らせようというスタ γ ドプレイに

過ぎないのじゃないだろうか。 建築家の良心を別にすれ

ば，迷惑のかかるのは，それらの建築を使 う人々だけであ

る点が筒更困ったことで・ある。 ( Y )

| 建 築 の 眼

型

私が愛読している雑誌に 「英語青年」があ

る。この雑誌は日本の商業的雑誌のうちもっ

とも寿命の長いものの一つで，昨年の 12月号

で第100巻 第12号( 総号1270号) となってい

る。簡素な表紙といい，組方とし、い十年一日

といいたいが 二 十年， 三十年同ーの方針で

編集され，しかもその清新さはつねに青年

Risi ng Generat i on の意気を持っている。

事英語に関することなれば，最高権威の論文

がらり，訳註があり，和文英訳の欄ありで，

基frflJ 批評は一書に対し広いスペ ースをとって

厳正なる批判を下すし，英語界の人々の消息

は令息の病気 まで出ている。パックナシ パ{

をみればその当時の英語学の内外の事情がは

っきりとわかる。喜安] 進太郎氏の鵠沼通信，

福原麟太郎氏の片々録はエ Y セイ文学の随一

のもので‘ ある。遺憾ながらわが建築界には，

この 「英語青年」級に達する雑誌は一つもな

い。この原因はいずこにあるのであろうか。

一考の価値ある ようにJ思 う 。 ( ] )
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の 相 異

僕はこんなことを考えてみた。同じ internat i onal な，

装飾のない近代建築でも， 日本のそれと，外国のそれとで

は一見してわかるほど感じがちがう。もちろんその大きな

理由は荷重条件の相異であろう 。大地震，国古風による水平

力が構造に欧米主比較ならぬ 「ふ ん ば り 」を要求するか

らであろうの これは素直に立っている立像と脚を開いて

emergenc y に備えて立った姿との相異はあろう 。 しかし

なおそれ以上の理由があるにちがいない。なぜならば，こ

ころみに同じ荷重条件で設言十された日本における日本人に

よるものと ，外国人によるもの と較べてみたまえ。僕は何

んとなしに違った感じを， とくに構造感というか量感とい

ったものに受けとるのだが。その理由として僕はそれぞれ

の伝統的な構造材料 としての木と石の特性に基源を求めた

いのである。 1 つはその重量の相異にある。石は木に千倍

する比重を もっ。

重量に対す る感 じ方にちがいがありはしまいかというこ

と。 も う一つは木のも た らす寸法のわりだし方， と石のそ

れとの相異があると 思う。後の理由ももっと言及したいの

だが，次回の眼でふれ よ う。

( G)  

重 量 感
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民 族 的 伝 統 と 国 民 的 建 築

1.  r伝統」とは ?

最近，多くの芸術の分野で民族的伝統の問題がとりあ

げられている。建築の領域でも， 54年春の国際建築科学

生会議の議題に「現代建築と国民的伝統」という問題が

とりあげられたのを機会に，方々でこうしたテ{ マの討

蕗が行われた。またグロピウス教授訪日を機会に，かつ

てタウト来日を契機にまきおこった桂隊宮 ・伊勢神宮再

検の旋風にもにた日本的なものをふりかえってみる気運

が一部に高められたし，さらにまた世界を風びしている

近代建築の中に日本の伝統が重要な役割を果している，

ニューヨ{ グの近代美術館では純白木風の建物が人気を

博しているといった風なとりらげ方を通じても，この問

題は興味の中心になってきている。

「建築に於ける国民的伝統とはどんなものか」という

テーマを中心に，京都大学でも大分前に智凌と学生を交

えた討論会がもたれたことがあった。

伝統とは何か。特に建築の造形の面，形にあらわれた

建築的解決の共通点，形に対する民族的な感情，形の共

通言語などに関遂して多くの論議がなされた。伝統とは

「在来からあるもの」だ。ところが日本の建築は源を正

すと外来のものが多い。そこで国民的伝枕というとまず

明治以後の洋風建築はオミ y トしたい。どうもそれから

あとのものはまずい。木造ならどうにかやっていけたの

だが，これはメイゾ γ リの伝統がなし、からだ。外来文化

の理解の浅さ，模倣のまずさ，施工の拙さもあろうけれ

ど，それらをこえて，こういうまずさの中にも日本的な

ものがありそうだ。いや何か宿命的な性械というものが

でてこないか。日本の建築を特色づける個性，民尉生と

いおうか，そんなものがありそうだ。それは時間がち乙た

ねばわからぬかもしれぬが，感覚のいい人なら感得する

ことができるのではないかーーなどという議論がつづい

た。

日本的なもの= 民族的色統とは，結局「古くから一貫

してみられる共通性J r歴史的なもの J r日本にしかない

もの」といった発言がつよかった。

だが伝統とは単に「苦からあったもの」であろうか。

あるいは「他所にはない特殊なもの」といったものだろ

西 !1P  山

うか。そうではない。

伝統とは，我，々 の祖先，わが民族，そして更に人類全

体がっくりあげた過去の遺産の中で，私たちがうけつい

で将来に発展させていかねばならない経験の精華であ

る。ながい経験の蓄積の中から掘りおこし私たちのこれ

からの活動の中に生かされていかねばならぬ念品自去も

のである。決して博物館の陳列をながめて分類するため

の特徴点といったもので・はない。

2.  民族的伝統

その品統がなぜ「民族的」という風に限定されるのか

?  それはまず第ーに今日我々が対決している現実の課

題が，決して無国籍の建築ではなくて，民族的な課題で

あるからだ。またこの課題に対決する我々の経験の蓄積

自体もまた我々の歴史につながる民族的なものであるか

らだ。

国民の要求にこたえるものとしてつくられる建築，生

活に完全に密着する最善の答案を出そうとする建築が，

その国民の生活= 文化の独得の色ゐいを自ら反映するの

は当然である。だがそればかりではない。現在我々の生

活が民族的な危機においこまれている以上，それと無関

係な建築などはあり得ず，その存立の社会的基礎を捨象

した「櫛目」や「近代的合理の精神」だけで建築ができ

ていると考えたりしたら大まちがいでらろう。

ところで近代国家の誕生と共に園内の封建的な割拠が

とりさられ，言語 ・風俗 ・習慣を共通し，一つの政治経

済体制で結びつけられた国が民族的食品をつくりだす条

件て・あったことはたしかである。しかしその国の中で，

国民が多くの階層に分れ，諸措層がそれぞれ臭った問題

に直面している時，その分化に対応していくつかの伝統

の流れが生じることもみのがせないe これを見通して支

配者のそれを代表的なもの，或いは民族的な伝統として

おしつけるならば，それはファシズムに通ずるであろう。

「日本的なもの」について我々はその様な誤りをおかし

て来たみじめな経験をもっている。かつて我々の先輩は

コ : / 1/ リート建築の上に瓦屋根 . @尾をのせた園粋建築

に，あるいは日本的建築の名のもとに，そういう誤りを

犯してきた。過去の建築の中から造形的な標式をかり出

15 



す事に意義を感じていた一部の建築家は，そのようなも

のに日本の伝統を見つけたと思ったかもしれない。けれ

ども国民大衆は神社や寺院の造形に支配者の示威と威圧

を感じただけであろう。これらの形象が国民的なものと

してうけ入れられるには，それを可能にする基盤一ーた

とえば社寺や宮殿が国民のみじめさを他所にそびえるも

のでなく，勤労人民大衆の自由につかえる喜びと憩いの

場所になるといった生活の経験を経なければならないで

あろう。我々カ建築に於ける伝統をつかもうとする時，

そこに数々の流れのあることをみとめねばならない。茶

室や数寄屋建築の洗練に日本的伝統を感ずる人もあろ

う。或は桃山風の家主まさにそれを感ずる人もあろう。床

の間やアプストラ F ト生花に，互主は畳をしいたコ γ グリ

ートアバートにそれを感ずる人もあろうし，住居と住み

方に泊潔や簡素を求める住み手たちの積極性にそれを

求める人もあろう。大工や左官の手仕事，その熟練と誠

実の中に学ぶ人もわるだろう。これらは互に共存し或は

対立しているかもしれない。だが，それらは均しくこれ

を愛して来た富民大衆の手から今もぎとられようとし

或は国民すべてのものとなることをさまたけ' られてい

る。民族の築き蓄えてきた生活様式はこわされようとし

ている。この J点で数々の流れも共通の敵にぶつかってい

る。と同時に，我々なまた今まのあたり，新中国の現実

にみつつあるように，それらすべてがやがて花さく生活

の盛かさの中に結びおわされていくであろうということ

をも確信している。国民は今大きく民族の独立と生活を

守る統一行動に結集しようとしている。こうした動きが

決定的となるとき，数身の流れは一つの大きな「民族的

伝統」となって大きくうかび上ってくるで為ろ う。それ

をみちびくカは，終局的には諸階級の対立を消滅にみち

びく労働者階級の力である。我々はすべての階級の伝統

を，すべてのそのよきものを自らの中にうけつぎ前進し

ていく勤労人民の力づよい発展の展望をもっ故にこそ，

今民族的伝統について確信をもってかたりうるのではな

し、ヵ‘ 。

3.  民族の問題として

民族的伝統，所謂日本的なものを，他の世界からとび

離れた白木建築の特徴点，あるいは美点として指摘する

風がある。 このような指摘は無論何ほどか我々の民族的

問題の解決に貢献するところがあろう。けれどもそこに

大きな危険が核わっているといわねばならぬ。

一つの危険は，我々が立ち向うべき問題の重点をあや

まった方向にそらせてしまうことだ。外国人が日光や径

離宮を机怠fし，障子やタタミに日本的なものを感得した

り指摘してくれるのはよい。この事をさける必要もなけ

れば卑下することもない。だが問題はそれからあとだ。

つまりそれを後生大事にふりかざし， トグト i7.と持ちま

わること 。みやげも の屋の心理，植民地後進国の根性。
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「日本建築の近代建築への寄与」などと大げさに論じあ

うのもその流れだ。近代建築家の中に案外多いこうした

イシプエリオリテイ ・コ ムプレ y グスは，段々こうじる

と「日本では駄目だ，外国で買ってもらおう」という方

向に発展しかねまい し，事実そうなっている。外国の雑

誌にとりあげられるのが大きな名誉になってくる。何と

かして特異性を， i 日本的なもの」を出 したい。「コ γ F

リート構造に日本の木割に似たプ ロポ{ ショ γ 」を出そ

うといった努力。一一 この様なものが，さきにかかげた

「伝統」の意味から大きく隊れていることは説回するま

でもなかろう。

今一つの危険は，そうした特徴点を固定したものとし

て形式的に理解することである。伝統とは，気ままに引

ずり出してきて利用してみるといったスタイルプッグの

サムフ勺レで、はない〈その様に理解している人も少からず

いるようだが〉。 ゐる旅行者が何がしかの特徴をさして

「日本的だ」という場合，彼はそれからそういうものを

学ぼうとしているのである。それは学ぼうとする側の主

体的条件によって規定されている。それをその条件をぬ

きにして理解することは全くあやまっている。条件は観

者の立場によって異るし，叉刻々に変化もする。それを

固定化してみることは伝統の形式的理解であり， i物神

化」であり，封建的保守主義に遥ずる。

以上 2 つの偏向は民族的排外主義に利用される危険を

もっし，また利用された。

かつて茶室や数寄屋建築に日本的なものを主張し，マ

ス組み的国粋主義をあざわらった近れ濯築家遥が，遂に

日夕イ文化会館から大東亜紀念営造物へまでの道をパグ

進したのはなぜだったか。そして今再び民族的排外主義

のこわれたガラグタを，アジア人をしてアジア人と斗わ

せるためいそいでとりつくろおうとする手が，片方に近

代建築をのせながら外国からのびて来ているのである。

今日，伝統を民族的なものとしてとらえようとするの

は，過去の中から「民族的」な既成品をとりだそうとい

うのではなく，我々の当面している建築の斗いが民族的

な斗いで為るからーーその斗いに役だっ武器を過去の中

からみつけようとするところにある。だからそれに役立

たないガラグタはし、くら伝来のものてあろうと意味がな

い し 反対に外来のものであってもこの民族的な斗いに

役立つものであれば，民族的な伝統として、活かしていか

ねばならない。

法隆寺と Lい、づう建築がたとえ外来の様式で

のでで. あつても，その中に我々の祖先たちの生活を是正に美

しくしようとする斗いカS 十われていた限り ，我々はこの

建築を民族的伝統のほこらしい紀念物とみるだろう。明

治の洋風建築の中に，日本を外国の侵略から防ぎ，進ん

だ外国の揃憶を学びそれをわがものとしようとした工人

たちのエネノレギ戸をみつけだすかぎり，これも亦すばら



しい民族的低統の表現ではなかろうか。

今日我らが当面している情勢はいうまでもなく占領下

M S A体制の下で軍国主義復活の逆コ{ スを強制されて

いる。その中で建築技術や建築芸術は国民のものである

ことをさえまられ，この狂暴な行進に奉仕するかたわな

もの iこされようとしている。防衛計画に基いて軍事施設

がどんどん建てられている。すばらしい最新の技術装備

をもってピノレテイ γ グが建ち，快適な「小住宅J が月々

の雑誌をにぎわせる。だが国民は敗戦以来の住宅難を軽

滅することが出来ず，居住状態は惑くなり，その上老朽

と災害により破滅が迫っている。こうした中で‘ 形の上だ

け素晴しい技術や造形の達成を，心のいたみも恋必ずに

建築技術や芸術の発展だとみることはむつかしい。そう

いう心でみるならば「近れ漣築」の露骨な営利性とうら

はらをなしている空虚な反民族性はただちに気づかれよ

う。また大多数の生活に苦しむ国民大衆は，このような

Ｚ［Ｚｾスの上に建てられる「立派」な建築を，外国の支配

の滋子として，パ γ パ γ 媛のあくどい口紅と同じ外来文

化だと感じている。日本を外国の植民地の位置から独立

した平和な国にしたいとねがう人たちは，外来の劃陪を

した近代建築に敵意を感じている。

そのような国民大衆にとっては，外国で「日本的なも

の」とみとめられたというレ y テルは適用しない。逆輸

入で日本的伝統を説得出来る条件は限られてきているっ

ただ国民の斗いに結合した建設の中にこそ，国民は生々

と自らのものを感じとる。国民があらゆる領域で斗って

いる生活と建設の中で，建築に於ける民族的伝統をほり

おこすこと，それが国民に奉仕しようとする建築家の仕

事となって来ている。 ということは，建築の伝統を，た

だ造形の問題としてみる段階から大きな飛躍がいま要求

されていることを意味している。

4.  伝統の根元

我 (々 土，建築的伝統という時，木造建築，瓦屋根，軒

の構成，障子，畳や格子といった即物的なものだけに限

らず，も少し一般化して執組構造，開放的な空間，畳や

建具の規絡， [ ' 単純さ，謙虚，幾何学的な美しさ」等々

といった， 主と して「形」に関連するものを考えがちで

ある。

このことは，一つには具体的な形の中に伝統の豊かな

内容が凝結され，直観的につかみ出されることにもよる

が，一つには今まで建築家が自らを造形芸術家として意

識していたことから当然である。

明治末期の国会議事堂の様式選訳に象徴される「我国

将来の建築様式をいかにすべきや」の問題でも，また中

日戦争から大平洋戦争へ突入していった侵略の先頭をき

る建築に害事中した時代で・も ，建築家の対決しようとして

いた課題は支配階級の権力示威の造形の問題で‘ あった。

伝統の問題も当然に造形の菌に重点があった。しかし男

在日本国民の当面 している建築の問題は，このような形

の問題，いわばモニユメシタ J レな建設への造形の問題で

はない。日本国民はいま自らの生活を守りこれを鐙かに

していく斗いの中で，占領制度をうちゃぶり，平和な世

界で経洛の自主，政治の独立を求めようとしている。建

築家は，単なる示威と享楽のための造形師の ワグをこえ

て，自らの仕事をこの斗いの中で意識しなければならな

いでゐろう。

このような観点から我々が民族的伝統をつかもうとす

るならば限は建築の造形よりももっと深い建築の「根」

に一一国民の生活，建築の生産そのもの，労働や生活の・

中に蓄積され体現されているものに，向けられよう。

過去の歴史の中に蓄積され将来に発展させられていく

遺産一一それは単に造形上の遺産だけでなく，生活の中4

に蓄えられた慣習，英知としての遺産もあるしそれら

の整理され系統化された理論としての遺産もある。我，々

が今っかもうとする伝統とはこれらすべてを含まねばな

らぬ。新しい課題に直面している建築家は，これらの遺

産を，謙虚な自己改造ときびしい問題意識とをもって学e

び，評価しなおさなければならない。

伝統と英知の流れの一つは国民の生活そのものの中に

ある。かつて大フ伊ルジョア邸宅の設計法しかしらなかっ I

た建努探は，国民大衆の生活の中vC入り，調査し学ぶ中

で小住宅の中に民族が蓄えみがいてきた住み方の技術，

その伝統の一部を，住み方の方式として，その法則性と

してつかんだ。だがこれはまだほんの一部分である。建

築家は更に国民大衆がその生活の中で身をもって工夫し

体験してきた生活の英知を，建築を創造していく根元的

な力を単に{ 主み方の法則性といった静止的な姿だけでな

く，動きつつ発展していく姿で，それを変革する波動力

と共につかまねばならない。でなくてこれを固定化した

法則性に媛少化してしまうならば，建築家は低水準住居

を永久化する仕事に加担するヒ. エロとなってしまうだろ

う。

同時にまた 100万の建築労働者が自ら汗をながした労

働の中で蓄えた経験とエネルギーを結集し，理論化し

たかめていく活動が必要である。

これらすべては，国民の中に入り ，国民と密着し協同

した広汎な調査活動によってはじめてつかみうる。そこ

に国民的建築創造の無限の源泉がある。

私たちが農村へいく。草屋根に煙突をつけるのにどう

したらよいか，このカマドはどうすればよいか，流しは

どういう造り方がよいか，とたずねられる。これに対し

て，書物にある様な現実の条件を抽象した割切った解答

は直ちに出てくる。しかし現実は複雑である。長い間つ

くばった労働の中で‘ としょった老母と，若い践との要求ー

する流しの高さはちがう。この場合どう答えたらよいの

か。燃料の質と丞，経費，労力，現在の建築の状況，等
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々によってカマド一つの選択さえ容易で、はない。叉すベ

ーての改善は破滅しつつある農家家計の中から出費を要求

している。更に専門の領域をこえた様々なナマの質問が

次々と 出てくる。これを答えないですますということは

出来ない。厚かましくハ y タリ をきかし，少々のミ スも

やむを得まいという式の「学者」に自らをさげる事をい

さぎよしとしない私たちは，今まで・の建築学が農民のた

・めでなかったこと，国民大衆のための ものでなかったこ

とを痛感し，そこから多くのものを学ぶ。考えてみれば

現在の「建築家」の手もとにある国民に役立つ民統と理

・論の武器は，きわめて貧しく限られているのである。

建築生産の領域に奉仕する知識労働者としての建築家

は，謙虚に自らの不勉強を自覚し，これを個人的にでな

く( それは個人的にはできない〉広く手をつなぎ，組織

剖に，問題をみつけ出 し 現実から正 しく学ひ: 経験を

拍出し整理する能力を生かし，国民の要求にこたえねば

ならないであろう。こうしてこそ，我々は伝統を正しく

将来に発展させる担い手となれるのではないか。遺構や

審物に安住している人々に未知な，無数の生々とした創

造力の源泉は，国民の中にこそ; t ? る。我々が今なしうる

ことは，民族的伝統の「一覧表」をつくる様なことでは

なし国民の斗いの中に入り，その武器となるものを掘

りおこし民族的な共通の遺産にまで高めることである。

5. r国際建築」への批判

民族的伝統の再検討から出発しようとする国民的建築

は，聞かに1920年代の「国際建築」に対立する。

周知のように，国際建築はグロピウスが1925年にのべ

た個人，民族，人類の中で最後の円がすべてを包括する

建築は現在人類の建築として世界共通の基盤にたって考

えねばならない， といった主張を理論的なよりどころと

している。しかし現実にはそれは欽，ガラス，コシグリ

ートとい う地方性をこえた工業材斜の上に発展した「近

代建築」の地方性をのりこえたと自負する造形をもって

世界中いたるところで模倣され，やがて第二次世界戦争

後，アメリカを大本山とする資本主義世界の共通言語と

なったので・ある。

それは，第 1 次世界戦争後の資本主義のみじかい相対

的安定の中で，やや進展した世界貿易の楽観的な見透し

の上にたてられた国際主義の気遂にのったものであるが

その主張は運動の主流とその建築物が示すように，近代

建築の伝道者たちの基盤で・あった小プJ レジョア的，観念

的なものであった。構造材斜から一足とびに造形の上部

構造まで・飛躍させたその論理の中には，一応「人間」も

考慮されていたが，その人間の生活は呼駁とか寸法とか

抽象化された物理的人間であった。また言葉の上で、は社

会学的な考察も加えていたが，生活や慣習の犠々な条件

階級や階層の分化はすべて技術主義的な独断で捨象され

ていた。
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無論，国際建築の主唱者やその信奉者たち〈例えば日

本イ γ タ{ ナショナル建築会〕は決して生な国際的甜一

主義をふりまわしていたのではない。これは伝道者連の

多分に個性を誇張した作品をみてもわかるし日本イ γ

ターナショナル建築会もその宣言には「ロ{ カリテイを

尊重 し」と閲言 している。けれども，すべてを技術主義

的世界観で- 捨象したあとに附加されたローカリテイはた

だ若干の気候や材斜その他の条件での「変種」をみとめ

るだけで，世界資本主義の繁栄の幻想の上に，! i ! i の中で

考えられた国際的な「共通性」を本筋とするものであっ

守 験

ｉｾ 。

この国際建築は，近代建築の主流をなしていたが，こ

れに合流させることの出来なかった地方的な流れもあっ

た。これらのうちのあるものは，やがて国際的様式の行

さづまり一一流行おくれとなるにしたがい，新環境主義

だとか，新地方主義だとかいう形とならんで発展し，戦

後の近代建築のはなやかな展開に色ぞえている。

国民的建築とは，この様な流れに応ずるものであろう

か。一一そうではない。

国民的建築は，無国籍の近代建築と明かに対立する。

それはあく までも民族的な現実を出発点とする。民族の

生活 ・文化 ・慣習の直接の発展として建築をみる。民族

の独立が外国侵略者によっておびやかされている時は，

建築もまたこの斗いにたたねばならぬ。このような斗い

が国際的な平和と独立の逮稽の斗いとなり，或は更に進

んだ社会主義経済建設の斗いとなり，その発展の ｾｉ 階や

斗いの共通性の放に建築の技術や理論に共通の国際却な

統一戦線が形づくられようと，解決の形態はあ くまでも

民族的なものを浪幹としよう。遠い将来，それが真に国

際的な共通の文化を形成するとしても，それは百花りょ

うらんの飛躍的な多様さの上にこそ期待すべきであろう

国民的建築は，このような道にー一一国際独占資本が自

分の「自由な」文化として押し出してくる無国籍の，国

民大衆とはつながりのない，反民族的な近代建築のコス

モボリニズム に対置されるみちに一一明進むものであろう

6. 近代建築と国民的建築

近代建築は過去の建築からのけつ別を出発点とした。

近代建築の創始者たちは，古いもの= 伝統のガラグタ

の中からいかに抜けでょうかともがき，一歩一歩新らし

い建築言語をかちとっていった。それは古い石造や煉瓦

造の建築生産技術， 19世紀の貴族や富豪たちの示威のた

めの荘重な造形の中に窒息してしまい，独占資本主義の

段階の高度に機械化された産業経済や大都市のめまぐる

しい生活の劃毘これをみたす構造や材斜設備の技術的

発達に対応できなくなってしまった建築芸術を救う進歩

的な役割を一面で果した。その創始者逮にとっては，メ

トロ γ をうることが困難な場合も為った。彼らは新奇さ

をもって客を引つけるために，主観的には古いものを出



来るだけ否定しようとした。その努力はやがて報いられ

資本家たちはバトロ γ となり ，近代建築は遂に建築界の

流行の寵児となった。

近代建築の発展を生み出した基本的な力ば，古いもの

では満足出来なくなった社会の変化，工業化と露骨な利

潤追求であるが，ここで建築家が伝統と手を切ることを

指導した力[ 土，建築家の生活原理の根元にまでしみこん

でいった荷業主義でまb る。そのうえ資本主義は，建築生

産にたずさわる人々を，資本の使用する建築家と技術者

と，ただの労働を売る労働者とにはっきり分解してしま

った。建築芯これを使用する国民のためのものでなく，

それを使用に供することによって利潤をもうける建築主

のものとして建てられた。建築の造形は商業主義の奴隷

となった技術者= 建築家にまかされた。建築家は国民の

生活や建築生産の労働から分離され，その中で過去の蓄

積を正しく発展させる物質的，精神的基礎をうしない，

建築の匡民からの分離はつよめられた。しかも，そうし

た建築家ふ使用者と使用人とにわわれ，資本主義社会

の危機の発展と共に牧歌的な協同はこわれ，使用人たち

は労働強化の中に技術をうり，使用e者は施主にコピを売

り，建築創造の条件は急速に貧困化し，スター主義と胃

険的商業主義がわずかに限あたらしさをあたえている状

態となってしまった。

グロピウスはパウハウスで，たち切られた諸芸術の綜

合を再びかち得ようと努力した。しかし彼は芸品 ｬｾ 召茨 ・ 技

術者と労働者との協同の中で，労働者の中にある積極的

なエネルギーを創造にもりたてていく事は考えつかなか

ったし，叉そう考えても資本主義の下ではそれは不可能

であろう。技術者 ・芸術家 ・知能労働者だけがいかに，

「綜合」を考えても ，それははかない綜合，かたわな綜

合で、為る。

国民的建築: 工，近代建築の伝道者逮が努力し，またそ

の後継者たちが新しいスタ{ の王座にっこうと努力 して

いる伝統とのけつ別に反対する。国民的建築は，建築を

生産の根から孤立させる現存の機構の中で，建築と国民

との結合をつよめる斗いの中にこそ生れる。この斗いは

資本主義的分業がで・っちあげた建築生島組織のヒエラノレ

ヒ{ の頂点につきあけ' られかたわにされた建築家ばかり

でなく，建築生産に従事するすべての人々，更に建築を

要求する国民全体の協同の下に進めねばならない。単な

る建築だけの問題でなく，建築家のもつなやみと不安，

建築各般，労働者の要求，国民を苦しめているすべての

問題について，建築を国民のものにとりもどすために，

建築に関係するあらゆる層が真剣に考え，話しあうなら

ば，現存の機構はなおこれを阻むとしても，新らしい創

造への前進は大きく始まるのである。建築家や労働者が

生活の不安になやみ，或l土生きがいを感じない職業や仕

事になやむ ことは，民族の危機の具体的な内容である。

それなればこそ，その一つ一つの解決の道を話しあい，

抵抗を進め，行動を統一して高めていくことの中に，国

民のための建築をつくる道が用意されていると同時に，

民族の当面している独立と自由への前進もかちとれるの

である。 1954年の総評会館の共同誌f には， 200 人もの

各層の建築家が集っている。土建組合傘下の労働者が示

すように，建築労働者も組織をつくり，各臓の範囲をこ

えた話合いをはじめ、技術者層とも手をむすぽうとして

いる。また54年秋の建築学会大会に集った全国の計画関

係の学者の協夜会で( 主「国民のための設計」を来年のシ

リポゾウムのテ{ てに決定している。営利建築や貸建築

の中でも建築家逮は国民との結合の条件をさがしうるし

公共建築や住宅政策の実施面，労働者や農民の居住状態

の改善や防衛の面では更に国民と密着した課題が無数に

発見されよう。

その形態と段階は多様であろう。がそれらの活動は，

みせかけの建築女化に対して，国民の要求に正しくこた

え，民族の伝統を守り，国民的建築を発展させる大きな

斗いとなっていくであろう。

6. 伝統を発展させるカ

人は建築するのに伝統を Ｑ 時見しうるでらろうか。ｾらゆ

る過去の蓄積を度外視して( 例えば機能主義の原理をよ

りどころにして，過去の範例によらずに〉すべてを創造

することでがきるであろうか。一一それはできない。

我々は過去の蓄積を利用する。その土台の上に新しい

ものを創造する。

なぜ新しいものが必要であり，且つ可能なのか。新し

い条件が一一生産上の，使用上の要求の変化があるから

である。それを正しく機敏に見つけ出したえず新らし

い経験をつみ重ねていく。こうして我々は創造力を発展

させる。芸術に於ても無論そうでゐる。芸術に蓄積がな

いなどとはたわごとである。

伝統とは，過去の遺物，過去のある特殊性ではない。

今生きている， うけつがれていく過去の蓄積一一生き て

いる経験である。

封建時代の手工業から，資本主義時代の大工業生産に

発展することによって，技術は飛躍的に進展したが，こ

の飛躍の中で，古い自給経洛の中に生きつつ. けてきた伝

統 ・人民大衆と結合した伝統とのへだたりがいたる所で

生じた。資本主義の発展の初期にあらわれた( 例えばモ

リスの〉手工業の復活の試みは，反動的な中世への没落

しつつある階級の劉聴をあらわすものであったが，同時

に人民の生活の墜さを求める，見うしなわれた伝統を復

活させようとする積極的な函をもっていた。だが ζ の復

活は願望や良心的な生産だけではどうにもならない。今

日，手仕事の讃美 i民芸」といった形で一部の好事家

を対象に，部分的には商業ベ ースにのってその形霊震が誇

張された形で‘ 残っているものがあるが，資本家的商品生
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産者たちはそのテザイナーに 「変りもの」としてそれら

を造ることを許しても，人民の生活と結合した喜びとし

ての生産の伝統は，資本主義制度の下では自由に開花す

る条件をもTこなし、。自ら住むための家の場合はなお古い

条件が若干生きつづけうるが建築でも営利や抑圧のため

のものが支配するにつれて，状態は全く同様となった。

今日，建築家が古建築を研究し，茶室を調ぺ或は数

寄屋大工にその技芸の粋を学ぶとしても，それは商品生

産者逮のもとにやとわれた民芸デザイナーのもつものと

何らことならぬ限界に衝突するだろう 。今日，建築家だ

けで，国民と結合した豊かな生活に奉仕するための建築

をつくる伝統を発展せしめることカ巧之可能であることは

既にのベた通りである。それは国民の生活の発展をねが

い，建築の発援をのぞむすべての階層の人々との結合の

中にしか求め得ない。 I近代的な合理的精神によって日

本古文化をみなおしていく」それで; I はじめて近代的な

独自なものをつかみうる J ( 神代，建築雑誌 1954.1) と

いうような発言の中には，建築家の伝統からの隔絶の意

識，伝統のみ方での「我身の立場から」という積極性が

みとめられようが，その立場の狭さはおおうべく、ない

日本の建築を発展させる力は，いまや国籍をうしなっ

た合理主義や，外国にたより外国に据態を示す道によっ

てでなく，日本国民と結合し，その苦しい斗いを共に進

む道でしか求め得ない。その斗い一一国民的建築の発援

のさまざまな場面で，建築家は，今までの施主の使用人

としてのかぼそい結びつきをこえて，広く翻皆層と手を

民 家 史 の 一 課 題

結び，国民が当面している危機のあらゆる階層における

表れを自らの問題と結合しつつ，本当の国民的建築を発

展させる道を見出し得ょう。そこに民族的伝統を実にほ

りおこし，発展させる建築家の任務を果しうる条件が生

れてくる。建築家はそれをやるために，謙虚に国民の各

層に事仕し，自己を改造しつつ学ぶことに努力しな( すれ

ばならなし、。国民は，日本の国民的建築を発展させるた

めの無課の創造性とエネルギーを右詰めているご

私たちはつい此の間，鳥取県下のある農村に台所改善

に関連した調査，指導に入った。そこで私たちな直ちに

回答し得ない無数の質問をうけて大いに学んだと同時に

ある農家では，その日我々の更衣室の位置決定について

の討論をきいてかえったあと，図面をかいたこともない

人たちが，家内中全部あつまって，各人の一日の動様を

図にして，どうしたら便利になるかを討議し，翌日我々

の来訪をまちうけていたという事例に接した= 国民は自

らの生活改善に， もし条件がととのえられるなら (i ，職

業的な建築家の水準をはるかにこえたエネルギーと創意

をもって問題を解決する力をもっていることを示してい

る。我々がこれにこたえる道は，過去の使用人風の堕性

をのりこえて，国民の建築家になろうとすることである。

( 1954. 12.  1)  

(附記) 文中「近代建築」ということばは，歴史的な意

味をもったものとしてつかっています。単なる迩代の

建築という意味ではありません。御諒解をねがいます

〈筆者京都大学助教授〉

一一所謂 「民家」に考えられる伝統的なものと類型的なもの

白 木 小 三 郎

同じく庶民「住」である事には差異がないのに 「住 る二三の時期に一応の歴史的な焦点を合せてみたい。

宅」というのと「民家」というのとでは，全然異質の

ものが感ぜられる程，ひびきが違う。即ち「民家」と ( ー〉 社会構成の単純な時代では庶民と農民とは同義

いうと現実の生活とは離れた歴史的な残像のようなも で‘ あったと考えて差支ない。従って「民家J は 「農家J

のと，形式的に硬化してしまったようなものを感じさ そのものの意味に解され得た。自然民家史的な考察は先

せる。事実一般的には「民家」というと 「燦家ム し づ農家を中心に展開されていく事になる。このような時

かも時代的に推積，残存された所謂伝統的なもの のた 代の農民生活は，幾耕生活であり，農耕と狭義の生活と

めに，又それによって類型的に固定して，弾力のある の区別の出来ない，生活的に未分化の状態だったといえ

現実の生活方式には即応出来ないもののように考えら る。従って良家は農民の「住J であると同時に，農耕生

れている。果してその伝統性，或は類型化とは「民家」 産のための場所で為ったと見られる。即ち農家とは，農

をして現実の生活とは無縁なものにする体のものなの 民住居というような狭い規定の下に形成されたものでは

だろうか。これは「民家」が形成され，類型化し，伝統 なく，社会構成の基体一一農耕生産一一農家という関連

される過程に，広く歴史的な再研討を加えて見る 事に の，単純な構造の社会に於ける一体性から，所謂全生活

よって解明される事であろう。又これを明らかにする 的な大きな規定の下に形成されたものといえる。ここに

事が氏家史の一つの大きな課題でもある。ここでは I農家」としての大きな類型の形成される所以があり，

そのような伝統性とか類型化とかについて， 問題にな 叉あくまでも即風土的な，それだけに変化しにくい自然
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経済的な生活条件が，内面に強く生成されて行く所以が

考えられる。しかし時代が降り，社会構成が複雑化して

くるにつれ，農民の生活にも次第に時代性が強く影響し

てくる。即ち律令制，庄園制等の社会檎造が，単に社会

構成上の基体に過ぎなかった農民層に組織的な変化を与

えてくる。あるいは班田農民として，あるいは名主農民

として，組織上の取扱の条件も，直接的な影響というよ

りは，君主耕叉は農耕地を媒介として表れる時，全生活的

なものとして「家」の形式にも大きな変化を及ぼす事に

なる。( 註 1 ) 律令制は農村の緊落化， li! Pち地縁約な生活

共同体の組織化を促進し，従って，各戸には，単一型の

家族構成と，単一家族型農家形式の形成を推進する結果

になった。叉，庄園制は，孤立式な散居型の名主，名子

というような，同族的( 血族的〉生活共同体の充実を促

進し，従って，各戸には複合型の家族構成と，変化の多

い複合家族型農家形式の形成を推進する結果になった。

{註 2) このように二つの時代性は幾耕生活の風土的な差

と共に，大きな「農家J 形式の二類型を形成したものと

考えられる。( 註 3 )  

( ニ〉 封建制社会えの過渡期は，社会構成上の基体で

あった農民層を，大きく分化する契機になったと言える

即ち，封建制社会えの構成分化は，武士団の農民層より

の分化のように，従来の庶民層一農民層自体の階層分化

と考えられる。従って生活全体としては勿論 r家」の

形式においても，階層的に分化して，次第にその一元性

を見失ってしまうようになる。即ち武家住宅として，農

家形式から離れてあるいは主駿造，あるいは書院造えと

遠心的に展開していく段階は，それらの階層の生活が次

第に土地から離れていく過程に，理解されなければなら

ない。叉このような新しい構造の社会えの過渡期には，

段階的に階層は上昇して行く。例えば，名主層の有力者

が土豪的な性格を持ってきて，それを背景にして武土団

が生成されて来るように。即ち庄園的な支部区劉から，

郷村的な自治村落形成の過程には，常にこのような名主

層を背景とした所謂土豪が，叉土哀の勢力を背景とした

自浴体自衛のための武土団が，生成されていくのである

この段階的な関連は， r家」形式についても農家形式か

ら武家住宅を理解する階E重であると共に，主蹴造，書院

造から農家形式えの百了逆的な影響を解明する階段にもな

ると考えなければならない。

( 三〉 封建社会における生活形式，引いて「家」形式

の特徴は身併皆庖の表れとして，生活階層の表れとして

階層類型的に検討されなければならない。農家の場合で

も当然この方法によって理解される処が大きい。しかし

農民の場合の階層は常に土地を媒介としたものである。

即ち農民は農耕する土地との関連で，身分が叉生活が，

階層化するのである。( 泣 4 ) しか も封建制社会の命題は

そのような階層序列の固定化に為ったのである。従って

農民の土地に対する関連は，封建制以前のものまでも含

めて一一あるいは班留農民の特性が，あるいは庄園制下

の土地に対する諸権利の表れである諮「職J ( 名主戦，

作戦，下作戦) が，近世的な土地所有の形式と共に一一一

封建制という組織の下に定着されたのである c NPち，太

閣の全国的な一斉検地は，この意味の現況把握の規準に

なったものである。

これはまた，土地を背景とした農民の，単にその時だ

けの身分記載ではなく ，それにつづいて次々に出される

統制策が示しているように，農民層を全生活的な制A艮統

制の下に，その状態を永続的なものたらしめようとした

のである。即ちそれまでに多少づっとも残存していた時

代性もここで封建制によって一挙? と定着され，生活方式

として，また「家」形式として多くの時代差があるに不

拘，一応，すべてが封建造制と規定される所以があり，

伝統性と概念される所以がある。従って. 民家形式に考

えられる所諮伝統的なものは，このように多岐に汎って

詮索されなけれ( まならない事になる。

( 四〉 近世にはこのような各時，代中目の投影を含めての

現状定着と いう 封建的な一般性と同時に，蛍農方式によ

って農家の性格を大きく地域的に類型化する経済的な契

機もある事を考えなければならない。それ( 主商品約な農

作物の生産による交換経済組織えの参加である。 NPち，

このような方向に進むか，自然経済的な旧態依然たる営

長方式にとどまるかによって，先づ西南型と東北型とに

分れる。東北型の未だ山間僻地に残っているような名子

制度や，現物責租に抑えられた自給殻物経蛍形態にとど

まるのに対し，西南型では，大和河内の掃作，あ るいは

阿波の藍作等のように商品的作物の栽培による集約的蛍

幾方式えの進展がみられる。西南型に於ても，大和河内

の場合のように，自ら市場に販売する農民的商品生産の

方向をとるのに対し，阿波のような場合は，藩の専売制

下に農民自らは市場1反売に直接参加が許されない。これ

によって大和河内の場合は農民自らが富蔵化するのに対

し，阿波の場合のような例は藩の財政的破綻を救うのに

役立っても，農民自らの富防化には役立なかったのであ

る。( 註 5 )  

このような蛍漢方式の地滅的な類型は. 先つ東北型の

場合，中世的な社会構成の要素を多分に残して，自然経

済的な自給毅物経営形態をそのまま生活方式に定着させ

た，一線多用の複合家族型農家形式に停滞さす事になる

これに対して西南型の場合，阿波の例のような場合は，

大きな変化はみられないが，畿内の場合は，大阪さ界を中

心とする商業経済圏の直接的な影響を受け，農家の性格

が大きく変ってくる。即ち，先づ従来の農家には是非

必要で為った「ウマヤ」という部分が「シモミセ J (下

回〉という商取引の場所に変ってくるごこれは農家が商

品的作物の栽培に よる集約的な蛍袋方式に変って来たと
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レ o 1. 2 3 m  

(図ー〉大和， 山辺郡二階堂村備前， M邸( 右〕

( 図ニ〕南部，二戸郡，石神村大屋， s邸( 上〕

同時に，自らその販売者になった事を示している。また

このような集約営農は，自然，小さな面積の耕作権を持

つ事だけで生活を可能にすることになる。従来，単一型

の家族構成とはいいながらも，傍系親属の一部，あるい

は下人等が，隠居または小屋と秘する同一屋敷内の別様

に居住するのが一般的な傾向であったが， これによって

所謂「小屋」居住者は「水呑」として，次第に独立した

「家」を持つ事が出来るようになってきた。( 註 6 ) 一方

上層農家も次第に手作大農から，小作料に依存する寄生

地主化するか，叉は農作物の再生産者として，酒，醤1由

等の醸造，綿加工等を業とする事によって，富l誌化して

いく。このような江戸中期の大和河内の農民生活の一端

を示しているものに，西鶴の「日本永代蔵 J ( 巻五) ( 元

膝元年) ， I大 豆一粒の光り堂」の大和朝日の星の「か

わばた九助」や，同じく「置手紙J ( 巻二) ( 元線五年〉

「憂きは餅屋つらきは雄ふみ」の河内高安の山本近き星

の物持庄屋等がある。これは一方は小百姓が一朝にして

大和にかくれない綿商人となる倒，また一方は，綿作で

富勧化した庄屋が，没落して大阪の町人として再生する

例である。これらの例は取りも直さず，農家が即風土的

な従来の極めて変化の少い，自然経済的な生活条件から

町家的に変化の多い，交換経済的な生活形式に入って来

た事を示しているもので為る。ここに農家といえども全

生活的な条件の変化に応じて， I家」形式の変形してく

る一端を考えてみたし、。

従って「民家」に考えられる伝統性には「建物」とし

ての「家J だけでは理解されない。全生活的に検討され

なければ解明され得ない広さと深さを持っているのであ

22 

る。それだけに民家史的研究の課題は非常に大きく残さ

れているといわなければな らない。

註 Ｑ ，筆者 ｲｾｦ 喜慰民家の系譜 ｊ ( 1- 6)  (建築学会発表昭27- 28) で照介

したような多くの研究がある。

註2 ，筆者 「民家形式と戸ロ椴造との史的関連 一散民型民家とｾｪｩ［型民

家についてJ _(市大家政学邸紀要 1 ，2 ) で照介のように多方面の研

究労作がある。

註3 ，四つ間取に土問 (釜屋. 下庖) の付いた型式 ( 図ー) と広間を中心

として多くの「ヒヤJ (寝室) を取った，その上大きな土問を持つ型

式( 図ニ)

註4 ，検地帖，地方文容を取上げた この方面の研究が最近頓に多くなって

さた。

註5 ，戸谷敏三氏「徳川時代における農業経営の諸類型J (アチック . i/

ユーゼアム18) ，姻江英一氏「封処社会に於ける資本の存在形態J (社

会総成史大系三回) 等の労作による。

註6 ，こ の方面の研究については，筆者 「農村住居の近世的変遷に関する

考察J (1.  2)  ( 建築学会支部発表. 昭29. 11) で照介したものによる。

( 以上)

( 筆者 大阪市大家政学部助教授〉
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桂 離 宮 と 農 家 = グ ロピクス氏送迎=

トノムラ

( 御照介，外村さんは繊芸家として広く知られた方で

すが，また日本の民主芸および民家に対して深い観察眼

を持たれそれを度々発表されております 本文は山陽

新聞紙上より御承諾を得て掲載したものであります〉

戦争後の日本は海外から多くの名画を迎え，音楽家を

迎えた。しかしこのような純粋芸術に対して工芸に関す

る物や人は非常に数が少く ，漸く去年パーナード ・リ{

チを，今年ワ J レター・グロピウスを迎えただけで・ある。

この比例は，わが国の人々が純粋美術( 観賞や観念の

世界) への景仰に厚く，工芸( 日常美の真実〕への無関

心をよく表している。しかし，数ではともかく質ではグ

ロピウスのような強く確かな存在を迎えて，その反響は

はなはだ大きく，氏の一挙手一投足をも片言隻語をも全

身を耳目にして受取った観がある。

倉敷にも緊張の三日二夜がすぎた。そしてその一夜に

私どもの前に一つの公案が出されたのである。私どもは

かねて採集した吉備の民家のスライドをグロピウス氏夫

妻と闘行の人々の観覧に供した。グ氏はその時何ごとも

いわず，にわかに起ってアメリカから持参したものを見

せようといって，最近の建築のカラースライドを見せら

れた。私どものものが単色であったのに対しこれは多

彩で・理論建築の量産であった。席からは嘆声が上った。私

はその時グ氏が 「桂離宮は美の極致である」といった言

葉を思い出していた。この言葉は氏の建築と工芸に関す

る「樹首的で美学的，云々」が桂離宮に完成されている

ことへの鴬嘆として当然であるが，この夜，私どもの民

家のスライドに対して，国際ｾ築のそれを見せられた意

図も同じところに在った。そしてここに大きな公案が出

されたのである。しかしそれはグ氏の提案ではない。グ

氏にも諜せられた公案で、あった。経離宮については既に

定評があり，ことにこれは常民にとって勿体ない聖域で

あり，その結構においては批評の一指もふれられないタ

ブーになっている。それを，すでにプルノー . ! l ウトらの

した以上にグ氏が隊談し「その背後にある禅の哲学・ 目・」と

までいわれると，日本人はたじたじしながら鬼の首でも

取ったように喜ぶのである。元より金閣寺や陽明門の嘆

賞に比してどのようにましなことか知れないけれども。

しかし， 彼らは径離宮に感心して，その門前の田野の

中に在る山城の農家を何故東上け' ないのであろうか。も

ちろん，グヌにも民家への言及はある。 し か し 桂 離 宮

とそこから出て見る農家との対比は，凡そ建築や人生1'[.

就て思いを寄せる者にとって見逃しがたい公案をもって

いる。そこで何言もなかったというのは甚だ心えないこ

タ ト 村 吉 之 介

とだ。吉備の民家のスライドへの沈黙と，国際建築のス

ライドを提供された意図も亦，ここに帰するのである。

桂離宮が何故かくも嘆賞されるのであろうか。桂離宮

はまず，数寄屋建築の代表だといわれる。元来，数寄屋

の精神はいうまでもなく「奇数 ・老朽・狭小」である，

「揃わず，古く，狭くしてJ 倫よしという有合せで・ム〆

なく建てて暮す心である。むさぼらざる物によって巧み

に作り，おの子からなる美しさに居る，合理性と倫理を

含んでいる。これはパウハウ ス運動の主張にさも似てい

るから，グ氏が数寄屋の代表という径離宮を言葉をきわ

めて賛美されたのは当然であろう。

数寄屋建築は桂離宮の前にも後にも盛んに行われた。

茶室は元より，今日では籾理屋や旅館，それらの影響で

金持ちの別荘，住居にまでひろがっている。しかしそ

れらのほとんどは数寄屋の精神や美しさから早くはなれ

強いて不揃いを求め，古びをつけ，無理な面積をたくら

んでいる，恩わせぶり，気取り，こしらえごと，きれい

ごとである。不揃いをうまくととのえるためには並なら

ぬ費用さえかけている。結果は皆，何か官能の末期的な

もののみを感じさせるのである。

そして，悲しいことには桂離宮もこれらのひんしゅく

すべき要素をもっていないと誰もいいえないてF あろう。

それにしても，桂離宮がこんなにも材斜や構造の変化

を破綻なく結構した技術は，合理に欠けた日本の中で驚

くべき存在であるにちがいない。建築とともに造園との

調和や，全体の真，行，草の移り変りの巧みさ，まこと

に一木一石に至るまで，すきまのない技術と美しさでＺＧｾＮＩ

る。その驚くべき充足非の打ちょうがない。

しかしながら，見よ。それだけで、はないか。詰めてあ

って盗れてはおらぬ。冷たくして愛情がない。見る者の

血は頭に上って胸は躍らないのである。楽しくなし、。こ

こに暮したい思いは誰の胸にも浮ばない。それは，国際

建築を見ても全く同じである。

これらに対して農家はすきまだらけで・ある。今日，生

活改善といえば，農家の不合理が槍玉に上げられるのが

まず第ーである。しかし山野に生産をこととして立っ

ている農家はきれいごとや遊びでない確かさをもってい

る。生えている。知に欠けているかもしれなし、。しかし

豊かにカにみちている。足が地についた生き物でる。そ

して， 愛情を招ぴ，暮したい恩いを誘う。何か望郷の情

をも湧かせないでは止まない。

数寄屋に深い関係をもっ茶道の心は，古くからいわれ

ている「喜 ・老 ・大」で尽きる。喜びと親切( 老婆ω

の寛大である。 しかるに，何故われわれは，いわゆる茶

お



道やその建築にそれを受けないで，農家に感じるのであ

ろうか。

書家の達筆は突に立派で; J o る。技巧を用いて味をとと

のえることまでやるのである。しかしそれは， うまい

のであって良くはない。む しろ，雪道や技巧を知らぬ人

たちの初心で，上手でない文字に生きた良さをこそ多く

の人は気付くであろう。書道以前の良さであって，漢や

六朝の文字の美しさはそれを示す。農家の与える喜びも

そういう性質をもっている。

私は幾年か前，桂経宮から出て門前の農家を見た時の

喜びを今も忘れることができない。けれども農家は不完

全を求めているので、はない。不完全に止まろうとしてい

るのでもない。一生懸命に風土や生産に即して建てられ

生きて働いているのである。

桂離宮は禅の哲学の表現であるとよくいわれる。しか

しこれは禅そのものではないことを知らねばならぬ。

禅では「不立文字」という。文字を立てず，言語に依

らずして悟り得る境地を求めて止まなし、。だから，捻翠

微笑を禅家はあこがれ，かかる会得のために黙座するの

である。しかも，突は言葉を用い，文字を立てることも

また甚だ熱心であって，禅家ほど多く且つ華やかに文字

西洋の建築的伝統について

を立てる宗旨はない。もちろん，この文字は遂に「不立

文字」の境地を示すものでなければならない。もし文字

や言語に終るなら，いかに鏡舌であっても禅について語

るにすぎず，禅そのものではない。禅門の書物は突に興

趣あふるる比諭の文字にみちている。それを弄して人を

島i J . せしめることもできる。禅のティレ ブタγ トは突iこ

多い。後らを野孤禅という。

桂離宮は完全にして能弁である。それは果して禅であ

ろうか。野孤禅ではないと誰がいい張れるであろう。

そして農家は黙して自在している。柳は緑，花は紅で

ある。分朗の世界でなくして自明の境地である。農家は

答である。

桂離宮と農家を焦点に与えられた公案は，メカニズム

の周到や趣味性の充足が，それら以前のもの以上になり

えない一点をどうしたら越えられるかという，この時代

への課題に帰着する。メカニズムのもたらす安全と能率

と享楽に達したアメリカのもつ不安でなくして，た しか

なよい暮しは何処にあるか。その玄の力をどうしたら取

り返せるのか。グロピウス民はこの公案に気付いたでーあ

ろうか。 ( 筆者 倉敷民芸館館長〉

(29.  9. 17 山陽新聞〉

森 回 慶

西洋の建築的伝統一ーのみならず西洋の文化一般の伝 築の表現の面に合わせていることをお断りして置かなけ

統一ー といえば，どうしても北欧的伝統と地中海的伝統 ればなりません。さて，地中海的伝統は文化一般の領域

とのこつの主な流を指摘せざるをえないでしょう。いま 内で「古典的」と呼ばれている伝統で，すでに早 くギリ

さらこんないい古されたことを何故くり返すのかという シア建築にその一つの完全なモデノレをもち，Iレネサ Y ス

と，現在日本で行われている建築批評の多くをみるとき 建築に受けつがれ現代建築にまで及んでいるものです。

いまだこのことがよく理解されていない，あるいは古く 北欧の伝統は 「古典的」に対して 「浪漫的」といわれて

さい論議として故意に無視されているかに私? とは思える いるもので，その最初の完全な姿をゴシＺ［［ｾ建築 ＿こ現わ

からです。勿論現代の西洋の新しい建築の考え方はこん しているものがそれです。勿論，西洋建築が経てきた長

な割り切ったこつの伝統の型だけで市主説明 しきれないで、 い時の流のうちでは， i東方的」といわれるような伝統

しよう。現代建築を特色づけているいろいろな性絡はそ の混入も注意されなけれ[ まならぬでしょうが，それは図

れがいかに多様であるにしても， 少くもその奥にはやは 洋建築にとって本質的とはいえないでしょう 。

りこのニつの流が伝統として息づいていることを否定で では，このこつの伝統はどんな性格をもっているので

きないし，またこれをはっきりと見分けることによって しよう。古典の伝統は何よりもまづ明噺 ・完全 ・節度を

見分けることによってのみ，現代建築の複雑な諸相を理 尊びます。そのためには形は限りある世界のうちに完成

解することができると思うのです。 され，厳密な法則と秩序が要求されますごそこでは形の

講義調になって恐縮ですが，前置としてこの二つの伝 要素はカが完全に鈎合って自然に調和し，形式と素朴な

統そのものについて少し話しましょう。その前に，建築 幸福にも一致します。その行き方は全 く理性的です。浪

的伝統といっても，それは建築の考え方の伝統，芸術と 漫的な伝統は，これと全く対臨的で. 奔放な感情が根底

しての表出における伝統，あるいは建築が拠つでもって に置かれます。有限な完全のかわりに無1良が追及され，

立つ生活の伝統，といろいろの要素を含んでいること; 朗噺なもののかわりに漂砂たる気分が尊ばれます。何と

このこつの流はそのいずれの要素にも，ニユア γ スこそ も見分け難い混濁のうちに一つの奇績が予期され，それ

異なれ，ほぽ等しく適用されること; ここでは焦点を建 を遥じて宇宙の郡密に触れようとつとめますt このよう
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に要約されたそれぞれの性絡は文化一般について普通説 たのです。現代建築において古典的伝統の発展は恐らく

かれていることですが，建築についてもそのまま当ては まだ充分ではないでしょう。しかし，その生存権の主張

まりましょう。 はもはや確実です。私たちはそれに限をふさぐことはで

さて，話を現代建築にもどしましょう。建築がノレネサ きません。ただし、えることは現代建築においても二十世

γ スの影響を脱 して新しい道を歩み始めたのは十九世紀 紀初頭の浪漫的傾向の優位はなお持ちつづけられている

末でした。その頃の新しい動きをイ也侵するア ー ト・アγ ということです。これは政治的な活力の消長というよう

ド. !I ラプト運動やゼツエジオ γ やアーノレ ・ヌ{ ポ{ な な理由によっても一応は説明できるかも知れませんが，

ど一連の運動はどういう伝統を負っていたでしょうか? それは今の問題ではありません。

私はそれらを浪漫的伝統の息子，純血ではないかも知れ 以上私は現代建築を二つの伝統を頭に置いて至極劉り

ないが少くも混血児，とみるべきだと思います。それが 切った形で考えてきました。けれども現代建築家の個々

地理的に北欧関から起ったというような先入見からでな の作品がこのように単純な形で存在すると考えているの

し作品そのものがそれを言寄ってくれるのです。細かい ではありません。個々の建築家の精神の中ではこの二つ

分析を述べている余裕はありませんから一例をもって話 の伝統は互に混血し合って複雑な様相を呈しているでし

しましょう。ウイー ν のゼツエシオ γ を特徴づけていた よう。しかしその何れかへの傾斜は否定で‘ きません。

ものは形の単純さでしょう。これは古典の伝統がもっ明 私たちは大正の初期に突に容易に西洋の新建築を採り

噺 ・朗朗の糸を引くものだとの抗議がありうるでしょう。 入れました。その理由はいろいろ考えられるでしょうが

しかし，この単純さは単なる芸術的精神の素朴さからく 私は初期の西開渓錬が浪漫的伝統の上に立っていたこ

るものであって，古典的建築が主張する法則と秩序から とに大きな理由を認めたいと思います。というのは，私

生ずる理性的な明快さとは異質のものです。建築の考え たち日本人の心情には何か浪漫的振動に共鳴しようとす

方においても，その名が示す通り分離が標傍されている る絵が張られているように思うからです。私たちは西洋

としても，それは決して伝統そのものからの分離ではな の現代建築を浪漫的傾向において，ただそれのみにおい

くて，ただ古典的伝統からの分離に過ぎない結果に終っ て，捉えていないのでしょうか。私たちはもっと西洋建

ずこのです。極端にいえば情に溺れた優美さがアカデミ ー 築の古典的な伝統をも理解すべさではないでしょうか。

の名のもとに腐敗 しつつあった秩序のかも しだす至極退 私はそれを強く感ずるのです。

屈な美しさにとってかわっただけです。この傾向は第一 ョーロ y バの近代建築は，その出発/ こまbたって，あま

次世界大戦後のドイツの表現派運動にそのゆきつく姿を り伝統の意識をもっていませんでした ; 否むしろ伝統か

みいだすことになります。二十世紀初頭の芸術の理想は ら離脱しようとさえしました。その理論づけらしく見え

個性 ・創造天才 ・自由というような一連の美しい言葉の るものはグロピウスの国際建築の論でしょう。グロピウ

うちにみいだされます，そして新建築運動の目ざすもの スは必ずしも建築における伝統を否定したので、ないにし

もこの理想に他ならなかったので‘ す。これらは，とりも ても，今日伝統の問題がとり 上げられる一つの動機は固

なおさず，浪漫的伝統が正統な主張者なのです。古奥主 際建築の論に現われているような抽象的な合理主義への

義者も創造を，自由を，要求するとしても，これはそれ 反省ではないでしょうか。グロピウスは極めて素朴に個

とは同名異議のものです。それで・は古典の伝統はシ γ ヶ 人 ・民族 ・人類を一平面上の三つの同心円に配列して，

J レを一期としてあえなき最後を遂げたのでしょうか? 順次他を包摂するものと考え，個人とか民族とかの伝統

そうではありません。オーギュスト ・ペレやノレ ・コノレピ を負うものを人類という無差別の世界に解消するこ とに

ュジェなどがそれを怒がへらせているのです。近世にお よって，国際建築の名のもとに伝毒剤令に無差別な建築を

いて建築のメトロポリスを言寄ってきたあのフラ γ スのこ みたと信じています。しかし，はたして個人 ・民族 ・人

十世紀初頭における不妊現象は近代建築が，前に述べた 類の三者関係はこのように同む円的でしょうか。そうで

ように，浪漫的伝統を全身に負ったことで説明できない はない。伝統を負った個人は，恰も独楽の真棒のように

でしょうか。突にフラ γ スはプジ ::;!I 建築発祥の地であ 人類という円板に対して直角に交ると考える図形の方が

りながら，その奥にラテ γ の伝統を深く蔵していたので より真らしいと私は考えます。勿論，グロピウスの著

す。パリのノートル ・ダム会堂は確かに北欧的精神の見 「国際建築」に載せられている個々の作品に現代建築が

事な像でありましょう ; それでもなおそのなかには水平 共有するものをみることがでさます; それと同時に私は

な線で、限られる正面が示す古典の伝統を否定することが そのなかに異った伝統を感ずることもできるのです。こ

できません。第一次世界大戦前まで浪漫色一色に塗りつ のことは建築的伝統は自然に作品の上に現われるものだ

ぶされていた近代建築の環境の中で，古典的伝統はずっ という楽天的な見解を是認しているのではありません。

と限を閉ぢて近い未来に準備していたのでしょう。そし 伝統そのものの建築における役割はまた別に論ぜらるべ

てそれがペレのシャ γ ゼリゼ劇場となって姿を現してき きでしょう 。 ( 筆 者 京都大学教授)
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| 紫 煙 室 1

建 築 ・ 音 楽

我々は物理学で自然音階と加滋音階を学んだ。現在の

楽器の内，ピアノの様にK eyを有するものはすべて加滋

音階によってつくられている。楽器はすべて自然音階で

つくられるべきであるが，ハ調とかト調とか，同じ調子

で演奏されるのならかまわないけれども変調すると演奏

に困る。自然音階によるピアノを製作した日本人がいた

そうであるが，とても演奏が困難で，遂に一般化される

ことなく終ったそうであって，今日では 1 オ F テープを

等分した加波音階によるヒ・アノが普及されている。これ

は自然音階にくらべて，その誤差は僅少で，実際は大し

た不快感もなく，立派に楽器としての使命を果している

ので為る。

我々の感覚は非常に鈍感な面がある一方，鋭敏な函が

あるものだ。ジユ{ ペ J レトの有名な歌曲「セレナ { デ」

は私の好きな歌曲の一つでゐるが，この曲は「未完成交

響楽」という映画が上吹されて以来有名になり，殆んど

知らぬ入はない位になった。しかし以前は音楽会などで

もあまり歌われなかったし，一般には知る人も少なかっ

た。私は石倉小三郎氏の訳詞「友よぶ我が歌めでしらば

きませや春野の月おぼろ，ノj 、JIJ のせせらぎ身にしめて，

タぐれ静かに語らまし. .. … 」という名調子にすっかり

魅せられて楽譜をたよりにピアノに合せて練習したもの

だが，一番最後の音がどうしてもうまく歌えない。ヒ・ァ

ノを叩いても，どうしてもおかしいのである。 F shar p 

の音が，何辺くり返してもだめである。「未完成交響楽」

を見るまで解らなかったのだが，はじめてエガノレトの歌

うのをきいて「なるほど」と思った。ほんの僅かのちが

いで音楽になった。この時ようやく加減音階と自然音階

の差がわかった様な気がした。自然音階による F shar p 

L ピアノの加減音とは，別々にきけば我4 には解らな

いのであるが，一連の旋律としてきけば，はっきり区別

がつくということはこの例以外にもしばしば経験する。

竹 内 成 夫

音についてと同様のことが色についてもいえる。最近

色彩調節の研究が盛んになって，建築物の色彩が，心理

学的に，科学的に決定されるようになったが，色を表わ

すーっの方式に，マシセ J レ記号というのがある。色相と

明度と彩度とをもってその色をあらわすのであって，こ

れによって分けられる色の種類は数えきれぬ程の多数に

なる。併しこの細かく分類された色見本と実際塗られた

色とを比べて見ると ，同じ色が殆んど見出されないこと

に驚かされる。また見本と同じ色を出そうと恩つでも，

イ中々困難である。人間の視覚というものも鋭敏なものだ

とつくづく思う。しかしこれらの類似の色を別々に見る

と，もう全く区別がつかないのである。どれもこれも同

じ色に見え. ただ一言「うす緑」などという言葉でごま

かしてしまう。そしてこれらの色の組合せによる効果が

この別々に見れば区別の出来ない色をはっきりあらはし

驚くばかりの効果をあげることは，しばしば経験される

ところである。

建築物の色とか形の調和は，かくもするどい人々の直

惑によって一万両断に判定が下れる。裁に恐ろしいこと

である。今日まで数多く作曲された音楽の内所謂名曲と

して，百年，二百年後の今日まで，変ることなく人々に

愛されて来たものをのぞいては. 幾何に多くの曲が時の

流れとともに消え去っていることであろうか。しかし建

築は，どんなにまずい作品でも後世に残る。或は人々の

悪評を一身に受けながら，或は全然その存在を無視され

ながら，それで・も天災地変によって壊れない限り ，いつ

までもその獲を公衆の面前にさらしていなければならな

い。我々建築家はその意味においても大きな責任を感ず

る。古今の名曲の様に「凍れる音楽」として，後世の人

々に，生命への喜びと ，偉大への談美とを与えつずける

よ うな建築作品第 125 番ニ短調の創造もまた至難のわざ

で あ る 。 ( 筆 者 大阪府営繕課長〉

キ定

，- 武智式鉄筋混凝土杭基礎工一一一一一一l

特 許 | 自信三角型鉄筋混凝土杭基礎工 |  
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シ ャ ー レ の 応 力 の 話

5 序

シヤ { レの解法といえば難しい式の羅列や， うんざり

‘する数表が出てきて読む人を僻易させる。そこでここで

は平易なシャ ー レの応力の話をこころみてみよう。

話のすじは大約A rchi t ect ural Recor d Sept .  1954.  

に米国情造界の巨匠 Mar i o G.  Sal vadori の書いたも

のを基にしたものでおよその応力を見当つけるのには後

立つものと思う。

5 シャーレの応力の特色

いまここに図- 1 のように 1本の wi r e を架渡してみ

る。この場合数百m に及ぶ長さの自重を細い断面で支持

することも容易である。このときの wi r e の応力は御承

知のように引掻カだけで，その大きさは弧線の最底部で

T =凶 R [t] ( 1)  

ここに叩 = wi r e 自室 [t /m] ，R = 最底部の曲率半径

I[ m] である。このまえから判るように. wi r e をたるませ

ると R が小さくなり T の値を小さくすることができる。

従って適当なたるみをもたせれば，小さな海峡でもーま

たぎすることが可書包である。

ジャ ー レの応力はこの wi r e の応力によく似ている。

図- 2 のようにジヤ { レから四角な片を切りだしてみる

と，各辺に直角に. wi r eの T に相当する T :r:， T II
が働い

ている。シャ ーレの場合はこのほかに努断力 S をともな

， 
， 

¥

 

図- 1 、
、

| 妓 術 講 座 I

横 尾 義 貫キ 北 村 修料

う。ともかく wi re の応力が弧線にそって働くカ T だけ

であるようにジヤ { レの応力は面内に働く T"" Tv 及び

S であると考えることができる。このような考え方を薄

膜理論
me mbr a n t heory といい，こうして求められ

る応力を薄膜カと呼んでいる。国内に働く力だけしかも

たない点が石自主膜等と似ているからこんな名前で呼ばれ

るのであろう。

一方，シャ ー レは微弱ながらスラプのような作用もす

る。そして曲げモ ーメγ トと函に直角に働く掠断力が生

じることもある。けれどもこの応力はあまり大きくなく

かっシャーレの周辺附近に限られ局部的なものである。

この応、カを求める理論を曲げ理論 bendi ng t heory と

いっている。 γ ャーレの応力計算は一般に，ま ず薄膜力

を求めてこれで周辺附近をのぞいた部分の設計に用い，

周辺附近に対しては曲げ理論で応力を修正する。ただ円

筒シャ ーレ屋棋の よう にア ーチ作用に対する支持が十分

でない場合は例外で，薄膜カは実際の状態とずいぶん遣

った結果を与えることが多い。

5 同筒シャーレ Cyl i ndri eal Shel l s 

まず，工場の屋根等によく用いられている ，いわゆる

Barrel  Vaul t 型式の円筒γ ヤ{ レの応力の話をしよ

う。この型式の γ ヤ{ レは両支持端には萎壁か，アーチ

状ラ ーメγ を設けて支持するのが普通である。( 図- 3)

“oa  

π  

本 京大防災研究所，工博， 195生年度建築学会賞 受 賞 者

柿 倉 敷 v イ ョγ 営 繕 部
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図- 4

また両側辺に縁梁 edge be a mを付けると応力を軽減

できるので，円筒シャ ーレには縁梁がよく設けられる。

さてこのような円筒シャー ν は前にも述べたように薄膜

力では突際の応力とかなり異なった値を与えるおそれが

あるので，精確な{ 直を得ょうと思えばめんどうな曲げ理

論の計匁をしなければならない。それには AS CE Ma -

nual  No.  31 の Tabl e による方法だとか， l ong shel l  

向きの Schor er 法， short  shel l 向きの Zer na 法等

かなり実用的な方法もあるが，それにふれることは本旨

からはずわるので，ここでは応力のおよその見当をつけ

る資斜になるようなことをのべよう。

まず円筒シャ ーレから 図- 4 に示したような短形片を

切りだすと，縦方向力 Tx，横 方 向 力 勾 と 努 断 力 S と

が働いている。これを求めるのにも一般には曲げ理論の

助けをかりなければならないのだが，幸い半円形シヤ{

レが雪荷震 p [t fm
2

水平面につき] を受ける場合は薄

膜理論から精確な値がえられ，簡単な式で表わされるの

でこれを示そう。
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長大値だけ示すと

T' />max =  - p R  (頂点) (5)  

3  _1 L  ¥2  

T:e max = 土 g pR¥頁j

( スバ γ 中央の頂点及び縁辺) (6)  

Sma: c = 土2pL ( 支持端の縁辺) (7)  

ここに R =円筒半径 [ m] L = スパ γ [ m]

中= 頂点から下縁にむかつて測った円の中心角

. : 1; =スパ γ 中央からの水平距離 [ m]

円弧方向の分布を図に画いてみると 図- 5のようにな

る。これからわかるように ね は常に圧縮力であり，

(5) 式が wi r e に対する ( 1) 式と同形であることに注

意されたい。 九 は φ= 4 5
0

の点で O となりそれより上

では圧縮，下では引張りとなっている。 S は中 = 45
0

で

最大値をとっている。

ぉ方向にはねは一定でありどこでも同じ値をとり，

Tx はメラボラ
，S は一次分布をしており， ちょうど単

純梁の M，Q の分布と同形である。

自霊山 ｛ｴ ｦ ｭｾ 商にそって ｝ の場合はもはや薄膜理論
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図- 5

写

では突際と呉なる似を与えるが，大体の値は雪荷重の場，

合の式で，十分見当をつけることができる。ただこの際

T ¥I に対しては p =却としてよいが，Tx  S を求めるに一

rr: w  

は p =ー2 として言 l' 算 した方がよかろう 。

夙をうける場合の応力は半円シャーレではおよその見.

当値として，次の値を用いる。

1  L2 

Tx ma: e= 土- 4; ; P切プF (8〉

Sm回 = +ι μ (9)

ここに P叩 [t fm
2

] は規定から与えられる風圧て・ある。

この値は小さな依である上に，半円シャーレが積荷重を

うけるものとして含「算されたものであるが，実際には負ー

圧がかかり全体として風は段上げるように作用し，自重ー

と消しあうので影響はもっと小さい。そこで無視しても

さしっかえない。スバ γ に直角方向の地震力の影響も同，

様に小さい。

応力の大体の大きさを知るためにいま下径 R = 10m，

スバ γ L = 20m，厚さ h= 0. 1 m のシャー レ，をとり γ

自重に対して応力の最大値を計算してみよう n

叫 =2. 4xO. 1=0.  24 ｴ ｦ ｭ ｾ＠

( 5) 式から，p = 0. 24 として

T世間叫= 一 0. 24x10= - 2. 4 t i m 

3. 14 

叉 p = 0. 24 x-=' :_i 一一= 0. 38 ｴ ｦ ｭｾ＠ として

( 6) ， ( 7) 王えから，

;j ^  ' > 0  ，̂ ( 20 ¥。

Txmax = 土言 x 0. 38 x  10 x  l百y - =土5. 7 t，m 
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図- 7

Sma2 ; = 土3 x 0 3 8 x 2 0 = 土11. 4 t/m 

半円形に近い円筒シヤ { レでは上のようにして，見当

がつけられるが，そうでない場合はシヤ{ レの横断面の

形状と同じ路市をもっ単純梁〈図- 6) として見当をつけ

ることができる 3 これがいわゆる梁理論で・ある。単純梁

の 白， '" を求めるのと同様にして

T句=一議了y ， S =与L 側

ここに J.f， Q= スパ γ L の単純梁の曲げモ{ メ γ ト及び

弱断力o h = シ ャーレ厚 [ m]  

y =横断面の重心軸からの鉛直距離( 上向き正) [ mJ  

1 =横断面の童心軸{ こ関する断面 2 次モ{ メント [m
4J

Gy = 綴断面の y より上の部分の童心軸に関する一次

モーメ γ ト [ m8
]  

T"， の値(土 ( 2: ，(5) で見当つけてきしっかえない。

( 10) の値は l ong shel l であるほど精確で R/ L壬 0. 2

というような l ong shel l では充分精確である。また円

弧の開角が大きいほど，縁梁の丈が高いほど，また単独

ジ ャーレの場合より主主列シヤ { レの場合の方が精確であ

る。半円シ r ーレで: 工前出の式と同じ結果を与える。自

由辺の場合は誤差が大きい。

short  shel l  では T "， が主な応力となり ， fI at な

short  shel l  では sl ab 作用がかなり顕著になってく

る。曲げ応力については，のちにのべる 0

5 球菌ドーム

球面に作用している応力は 図一7 に示したように経線

カ 月 と緯線力 To と現断力 S である。荷重の法線方

向分力を Z [ 内向きを1 E，t /m
2

曲面につき] とすると

wi r e の場合の ( 1) 式 iこ相当する式として

T<; ! +To+RZ=O ( 11)  

ｾ風

図- 9

R = 球商半径 [mJ

自重，雪荷重は対拡軸であるから当然 ｓ ］ ｏ ｾ となり ，

h は， それの働いている緯線から上の部分全体の重量

W [tJ との鈎合いから， 容易に求めることができる?

自重叩 [t /m2J に対しては

ね = - W/ ( 2n: R. si n
2
φ)  

= 2n: wR2( 1- cosゃ) / ( 2πR・si n
2
中〉

半球面とすると

中=90

0

( 即ちすそに於て〉

ね = ー叩R ( 圧縮〉

( 12) より

(12)  

1- c osφ  

To= - R Z- T"， =  ｛Ｍｒｷ｣ｯ 時一 ＨＭ ｷｲｳｩｾ ［［ｔＩ ｝

=叩R (5 1張)

中= 0

0

( 即ち頂点に於て〉勾 = T o =一千

To の値は中 = 52
0

から上では圧繭， 下では引張りと

なっていることに注目されたい。 ( 図. - 8) To= O とな

る緯線はドイツ語で Br uchf uge とよばれているもの

で，これより上の部分のみをシャ ー レに用いると 1' 0 が

圧縮であり，すそは縮もうとする傾向をもっ，シャーレ

が Br uchf uge をふくむときは，すそで To は引張りと

なり拡がろうとする。

雲荷重 p[ t /m2J に対しては中 =90
0

の所で

To = - T世=pR/ 2 となり Br uchf uge は φ= 4 5。に

現われる。

半球面が風圧 p"， [t /m
2

J をうけると( 図- 9) ，すそ

( φ=90
0

) には ね は生じないでト，S のみが作用し，そ

の最大値は S mM= 3 p叩R (13)  

で計算できる。

半 径 R = 20m，厚さ h =O. l m の半球ド ーム とすると

自重により ，頂点で

T
世= To= ー 2.4 x O. 1  x 20/2=  - 2.  4  t / m 

すそで T o= - T
"， ］ＴＮＸｾｴＯｭ＠ でありかなり 小 さな値で

あることがわかる。

叉周辺附近には曲げ応力を生じるが，これはのちに周

辺応力の窃でのべよう。

5 くら形シャー レ

ここにくら形シャ ーレ Saddl e Surf aces というのは

hypabol i c parabol oi d 一葉双曲面のことである。御承

知のようにこの曲面は 2 群の母線から織 りなされる曲面
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図- 10

←図- 12

で，ここに取り扱わうとするのは，図- 10のように面積

2a x 2b の短形平面に梨渡する屋根として用いられるも

ので， 4 つの Uni t から構成されているc その 1 つの

Uni t がおのおの hypabol i c parabol oi d の一部分か

らなり四辺がすべて母線と一致している。

このシャーレの主応力は Uni t の対角線方向に作用し

自重叩 [ t / m
2

] に対する大さは次式で与えられる。

T:x; =wa b/2f  T
II

= 一 回αb/2f [t /m]  (14)  

ここに f =r i s e [ m] ， a， b= 辺長 [ m] (図10参照〉 とす

ると， ( 14) からわかるように T :x; と 九 とは大きさが

等 しく，おまけに菌よいたるところで上記の値をとるの

で為るから応力的に言って 100% の over- al1 effi ci en 

c y をもつものということができる。 通常 ri se が低い

から，雪荷重に対する値も ( 14) で計算してさしっかえ

ない。

応力の伝わり方は次のように理解することができる。

頂点から下の隅角へむかう方向すなわち y 方向に張られ

たアーチと ，左右隅角をむすぶ方向すなわちお方向に強

られたケ{ プノレとがあってそれぞれが同じ力を分担して

協働し周辺までカを伝えているとみることができる。周

辺で、は努断力だけが働きその大ささは

s =却 ab/ 2f [t /m]  (15)  

である。周辺に設けられる縁材には結局軸方向力だけし

か働かない。したがって 4 つの Uni t が接する稜線は ト

ラスあるいは梁で支える必要はないのである。

風の影響は通常 ri se カ河l!:く flat に近いから無視 し

てよし、。

100% の効率，計算の簡潔さ，及び母線が直線である
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ので形が作り易いこと等の理由で i deal なγ ヤ{ レとさ

れている。

5 周辺応力

まずド{ ムの場合として，半球菌を考えてみよう。半

球菌は自室によって前にのべたように φ=90
0

なるすそ

で，緯線方向に T o=叩R なる引張力を生じる。このた

めにすその円は伸び，半径は拡がらうとする。また

ね= ー却R なる鉛直方向の庄縮力が働くことになる。

今，すそを支える鉛直な壁があり，しかもその壁の頂が

水平方向にきわめて撰みやすく自由に動きうるように造

られているものとすれば，一一壁に多数の鉛直な slit を

設けるなどして一一T 世 は壁からの鉛直反力と bal ance

することができ， To による半径の拡がりも妨げられな

いから前にのぺた薄膜状態がすそに至るまで生じること

になる。しかしこのような場合はまれで，実際には，す

その水平の動きが妨げられることが多い。すそには内向

きの水平反力 Qo が働き，また曲け' モ { メγ ト Mo が作

用して，シ ャーレのすそを原位置へかえし，Qo， Mo が

経線方向の切線の回転を阻む。これによって周辺付近に

は曲げ応力が発生することになる。( 図- 11) 。

また開角が 90
0

より小さい球面を鉛直に支持した場合

(図一12) ，T，世の鉛直分力は壁からの反力と bal ance す

ることができるが，水平分力に bal ance する反力はな

い。このためにもやはり周辺付近に曲げ応力が生じる。

このように周辺付近に生じる曲げ応力は，周辺付近の

力の unbal ance かあるいは変形の阻止によっておこる

ものである。そしてこの曲げ応力は菌内深くには及ばず

周辺付近の応力状態を苦しすだけである。それ故に
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図- 13

“ boundar y di st urbance"  r周辺の示しれ」 とよばれる

のである。

周辺の乱れが局部的であることは St. Uenant の原

理からも説明できる。例えば半球日雪で示した周辺の円上

に作用する Qo は全体としてそれ自身釣合った力である

からその彩事務は周辺から述くへは及ばぬと云うことがで

きる。

周辺から閣内へ伝わる曲げモ - ; 1 ント M，努断力 ( 凶

に直角な方向に作用する) Qは，周辺から内へむかつて

減衰波状をなして伝播するものである。〈図11 ( c)) 。

さてこれらの曲げ応力の大体の見当をつけるために半

球のすそが固定の場合のすそにおける曲げモ{ メ γ トを

示してみると，次のような値であるc

M=0. 1443phR [ t m/m]  ( 16)  

ここに ｰ］ 等布荷重 ｛ｴＯｭｾ ｝，自重も ｰ の値の中に含ま

せておく 。 h = シャ ーレ厚 [ m] ， R =球半径 [ m]

温度分布の差及び収縮が生じると，やはり曲げ応力を

生じる。混度差，及び収縮によるすその水平変伎を d と

すると，これを阻止することにより生じる幽け' モーメ γ

トは M= O. お86 l!，' h"d/R [ t m/m]  ( 17)  

から計算される。ここに 五= コγ グリ ー トの弾性係数

以上の諸値は多くのドームに対して安全側の値を与え

るものであるから，その曲げ応力の check に応用する

、ニとができ ょう っ

周辺付近の曲け応力の及ふ範囲は大体次式で与えられ

る。 5 =1. 8ゾ頁h [ m]  ( 18)  

これをグラフにすると図一13 がえられる n

h/R = 1/100 とすれば 5 =0. 18R， h，" R = 1/500 とす

いま例として R= 2 0m， ん=0. 1111 なゐ半球国主5考え

てみると .

p =全重量/ 底面積 = 2脚 U" /n: N" = 2ω

=2xO. 24=0. 48 l /m日

( 16) より M=0. 1443 xO.  48 x O. l  x 20 = 0. 14 l m/m 

(18) より 5 = 1. 8ゾ2万三官 了主1. 8 x 1. 414=2.  55m 

J ; ! ! l ちすそから 2. 5mのあたりまで曲げ応力の影響があ

ることがわかる。

次に円筒シャーレの曲げ応力についてのべよう 。円筒

シャーレの曲げ応力の生じる原因は 2 つある。 1つはス

パン方向の辺からくるもの，他は支持端の萎犠あるいは

ヲーメン ( St i f f ner とよ ばれる) からくる di st ur bance

である。前者はほとんどシャ ーレ全国に影響し，このた

め園内力も薄膜理論では殆んど推定できない程であるこ

とはすでにのベた通りである。 ただ short shel l にな

ればなるほど，影響域はせばまる。この di st ur bance

による曲げモーメシト均は設計に若干の影響をもつが

簡単な公式では表わせない。しかし AS C E Manual s  

No.  31 の Tabl e から比較的簡単に計算できる。

他の理由によるスバシ方向辺からの di st urbance も

ある。たとえば厚い縁梁とシヤ { レ との間に収縮の差が

ある場合等がそれである。いま半径方向の変位の差を d

とするとき大約の値は先述の (17) 式で見当つけて よか

ろう 。

他に sl i f fner か らくる di sl urbancc もあ るがこの

影縛は閣内へ深く及ばず局部的であ る。この問題は次の

ように考える。 まず sl i f fner を剛 とし， [1] 勾 〈圧

縮) によって縮んでいるシャーレの周辺を剛な sti f fner

に遠鏡するまでおしひろげる。 ( 2J 次に有効巾として

st i f fner の援すシャーレから次の巾

b. =0.  3 8 VRh [ m]  ( 19)  

をとり st i f fner の断聞に加えた断固( 図- 14) をもっ

ラーメ γ としてシャ ーレ荷主主を支えるものとする。そこ

でシャ ーレに働く曲げモーメ γ トは，まず [1] の状態に

てシ ャーレ周辺のおしひろげにより生じ，その値は

M = 0. 2 8 M"， [ l mi m]  ( 20)  

渉くに [2] の段階の計算からえられるシ ヤ戸レとの接続

部 の は ほner の応力度を IT とすると， この段階では

スチブナ ーが収縮するから ι のために

M = ー 0. 28h
2
f. 手 [ l m/m] ( 21)  

となる。結局 (20) ，(21) を主主合した{ 直をとるつ

れば O. 08R に滋じるc. 図- 14
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温度差，収縮による曲げ応 力 も同様にして次王えから計

算できる。

M=0. 28Eh." &匂 [ t m/mJ ( 22)  

こ、こに &E芦は sti 庄ner とシ ャーレの歪の差であ る。

5 シャーレの箆屈

圧縮力をうけ る薄い櫓造物は，すべて挫屈の危険があ

る。シャーレ も薄くな るとこのおそれがあるので，その

検討が必要である 。シ ャー レの挫屈理論は非常にめんど

うなものであるが，幸い大ざっぱな check す る式を与

えることは困難でない。挫屈によ る破援は非常に危険で

あるからその c hec k は重要である。

球菌ｾるいは回 転 面 では次 の 局部挫屈応力度で ｣ ｨ･ ｣ ｫ

すればよろしい。

f . r =0. 58 E" I R  

安全Z与を 3 にとると

f or =0. 2E" IR  

( 23)  

(24)  

日建協合同大会エユース

シ ャー レの最大豆織広力度が上記の値をこえなければ よ

ろしい。

円筒シ ャーレでは， long  shel l については縦方向力

Tx による頂点における圧縮応力度が次 の値をこえない

よ うにする。

f cr = 0. 2 E" IR  (25)  

short  shel l  に対 しては横方向力勾によ る fI， = T.t>I"

が問題 とな り次の L undgr en 式で吟味すればよいっ

I f ， ， 200+ / T  (  L  ¥ I Rl  
h c r = J T/ 11 + 一 一J ー{ 一一 )，1 ｟ ｾ ｬ ｟＠ I  

/  L  - .  500，∞o  ¥ "  /Y  -"  - J  

乙こに / 1 はコ γ タリート 28 日強度 [ k g /c m" J 。 ただ

し安全半は 3 にとれば十分であろう 。

L undgren の式iまくら形 シヤ{ レその他に適用して

もよいであろう。 ただ しこの場合引張力の作用に よって

シヤ{ レの強度はこれ よりはる かに高いだろうから ，安

全率をもっと 小 さく しても よいの ( 以上〕

建 設 産 業 職 組 の 大 同 団 結 へ の 前 進

H本建設産業職員労働組合協議会 ( 日逮協〉では，去

年12月12 日，国鉄労働) 会館において， 合 同大会が開かれ

ここに大同団結をめざして一大前進をとげることになっ

た。以下その大会のもょ うをお知らせす るう

出席単純名はつぎの16職労組であったc

井上工業職員組合 | 藤 田組織員組合

間組織員労働組合 | 馬淵従業員労働組含

戸田組職員組合 | 鴻池組労働組合

大林組職員組合

大日 本土木職員労働組合

大成建設社員組合

治水建設職員組合

高野建設職員組合

鉄道建設興業職員組 台

安藤組織員組合

佐藤工業職員労働組合

木田建業職員労働組合

島藤建設職員組合

オプザ- _ パ ー 竹中工務庖職員組合

この合同大会において，経過報告ののち

1. 建設職組の全国組織成立万才

1. 建設民業の封建性を打破 しよう

1. S建協の同結を強化 しよう

1. 建設労働者の社会的地 位を向上 しよう

1  建設産業を我々の手で防禦しよう

の大会スロ ーガγ が採択された。

続いて， 綱議案審議に入り つ ぎの繍白頁が決定 された。

綱 領

1- 戦線の統一

われわれは，自由に して民主的な建設倖. 業税負

労働組合を結集し， 団結の強化を期する 、

1  生活権の確保

32 

われわれは，労働者としての，基本的権利に基

き，健全 な組合運動によ って労働条件の維持改善

を図 り，経済的社会的地 位の向上を期する。

決 議 交

わが建設夜業職員労働組合は全国的大同団結のた

め多年にわたり努力を重ねてきたが，本円こ三に突

を結び念願の全国組織の結成をみるにいたったこ と

は感激にたえ なし、。

われわれの組合は個々の細異はあるにせよ， 働 く

ものとしての共通基盤においてはなんら変りなく，

この点において J今日互に 全世界の労値崩と主もに手

を撮 り前進する道が関かれた。

こんご円建協はあらゆる困難をのり乙えてこの組

: 織を守り永久に発展させなければならなし 、c

右決議する

昭和29年12月12 円

日本建設産業戦員労働組合協議会合同大会

1  産業の民主化

われわれは，建設産業の民キイじを促進し， も

って円本経路の発展を期する 。

続いて，規約 ・連動方針 ・予算案の審議したのち. つ

ぎの役員が選出 されたc

議長 内 海 高 治 ( 安藤織組)

副議長

志 賀 竜 雄 f清水戦組)

松 尾 茂 治 (大林月後組)

事務局長 早 川 方行 /間i織労組)

執行委員 今川芳夫 ( 擦回戦組7 渡会正彦 〔大成社組〉

塚口良一 (戸田職組) 水嶋信一 (佐藤職労組1

下村長差( 鴻池労組〕高橋利夫( 鉄建職組〕

ついで新役員の就任あいさつが あったのち，日本 1 L  

O協会加盟を決議しまた上記の大会決議文を採訳 したu



本

.6、

::z:s; 活

理 窓 会 25 11 4 時 一5 時・ l' 於朝日ピル

竹映会長伊東副会長外 7 名，: . ) 1: 務局 3 名lH郎

議案 (1) 東海支部の地核に当分述絡・μ務所を設置の件

は設置場所，委制連絡委員名 など事務局催案の通り決議

(2)会員人退会詮衡の件を審議の後「不燃建築と祈材料 |

の各地方; 必習会開催状況，各委員会の経i払 10 n 分会li

状況，大和国j常務理事退職金募集状況など符れこ15必・より

報告が行われた内

評議員会 29 f1 3 時 4 時 於4'i) lト! ピノレ

鈴木評議員会議長外 5 名 委 任 状49包 訂 55名外に

理端 6 名 事務局 3 名出庁長

定 刻 鈴 木 議 長 議 長l話に譜き閉会を宣した後事務局よ

り説明の明年ー度選出の評議員数について縛議事務局説明

Z誌の通りに決議 したの

エ書官背負契約局款委員会

第11回 2  ｾＱ＠ 2時一 5時40分於朝円ピノレ

田辺幹事外 4 名 事 務 局 2 名出向

議事前回岡田委員に修正依頼の第 5 条司第 6 条より

討議に入り第 Ｙ ｾ ，第 ＱＰ 条，第 ＱＱ 条迄討議室をなす 内

第12回 16月 2 時 5 時於f ，i ) l R ピノレ

尾崎委員長外 4 名 事 務 局 1 名目 ¥rls

殺事 W; 12条より第14条まで討議するハ

第13回 22 F1 2時 5時於朝刊ピノレ

尾崎委員長外 4 名 事 務 局 2 名問/ 1{ ;

議' I t 第15条より第23条まで討議する内

縦集委員会 13 日 午後 Ｒ 時 ｾＵ 時於剥円ピノレ

出問者 : 浦辺委員長外 5 名「市務局共)

つぎの通り審議した η

1. 11月号経i凶報告

2. ＱＲ 月号企図報告作品作風として岸和田市庁 Ｎ ｾｾ Ｎ

松下尚庖，興和ピノレ，倉レ岡山アバートをけいさし、。本

文としてグライア γ トからみた建築特集として ) H -l 竹次

郎氏外のま稿をけいさいη 建築の限，紫I ! ¥' iー副会，i-t

3. 1 月号企画作品作風として各候kli 作品を詫考内

本文を ，- F i 本の建築的伝統特集として西!J! 卯: 氏そ

の他の方々に執筆依頼《技術講座は シ ヤ { レ の 話 安

企凶内 4. 2 月号企画 f横尾委員・任)

住宅委員会小委員会 ( 作い方)

18 :司 5 時一 8 時 於制 H ピノレ 白木主査外 3 千(，/:!1f院

議事作い方に関する問題は非常に広範守13なるため.

先 づｻ主い方の研究資料索引なれ［ｾ，ｸ，することに芳 、 凡ＭＧｦｴ Ｎ

その資料出発点を終戦後に償くことに決定ゎ- i 九ぞAL分

担 を定めて散開した勺

住宅委員会本委員会 ( 建築家のf t : : 宅た比三? )

28 R  午前10時 一午後 8 時 於時中( 小林 ・赤佼 ・茂

回各邸) 曽根「中野邸j 中 防 委 員 長 外 7 名出席，

一同阪急野中ホームに集合し先づ小林邸 主f 訪問極々拝

動 報 告 ( 会報) - 11 月分ー

li 小恕後赤松邸を訪問見学後尽企を取り次l土建築中の浅

田l却を凡キ: せり n 最後にfYJ 根の中野邸を訪問細部くまな

く凡学後夕食を111. りし後11月分の会議を始め，高石町府

営( to宅の問題を討議，施工者と の座談会を12月に開催す

ることを申合すη 更に告たいて建物保全パ γ フレツトにつ

いて什訴され竹内委員より洗濯物の研究の必要 を強調さ

れる包? f ! R 意々見交検 8 時 Jこ否り散開せり 内

第 5 回 建築技術教育雄ー談会J ＶＡ ｾ＠ 於今僑グラプ

H1郎者 間谷ー郎( 大林組) ，佐藤寛二( 竹中工務庖)

柴底資. 1 $ (!jj j- .付建設) ，中原二郎( 大幸建設: ) ，浅井貞次

「竹目安建築) ， 棟、居キー( 円建) ， 五百磁芳閲 (府建築

部) ，多屋併メミ (3丘畿地建) ，松浦潤- t ! [ ¥( 日毛) ， 司会

中 ｾｦ ｊｬ民次郎 Ｎ 鷲 ｬ 丞健三

様，; 己座談会は過去 4 固に亘り各職場各婦の方々の御出

席を得て 2 年余 り開催 したものであったが， 今回は前

閉までに御出rlf; 願へなかった， 35才一-40才の方々にお祭

りを限って開催したもので あったn 活滋な話題は約 5時

間にもなった内 Ｈｾ円の記録は ｆ 建築と社会 Ｓ 月号 ー に

泌総予定である)

教育委員会 ( 5 凶) 17 円 於朝 11 ピノレ

手島常務より中間 ・ 九 ｾｈ ｬＺｴｩＡ方での講習会の経地報告が

あった内第 !j [周 t 建築技術教育座談会」記録の編集を中

野委員に，建築と社会 J 誌上には時機を失せない頃に財

政方を編集委員会Vこ申入れ ることを決定勺鷲尾委員長よ

り委員長辞任申 H' ，があったが，一度保留する こと になっ

たぺ事業余阿小委員会編成， 継涜事業としての 7コ シ タ

リート技能 ｪｩｾ 応 につし、 て今回開催の経泌をとりし 、れて

次年度開催にウいて検討するためと，そ の他 ｾｬ ｦＮ業 にっし 、

て，小委員会3tzt 裕尾主1 f . ，横尾， 足1ι ，谷 1. . 1，佐藤

小西. fij 国の泌氏でー構成すること となり， 来年初め初会

合を催すこととなった F

径1i l i t 宮見挙会 10 汗 午前11時一 1 時 28名参加

ｦ 火，慣例の摂 ｊ ｩｪ 凡ｾ Ｚ 会 ｩＱ 多数会員の 参加で催された《

まづ説明1系より説明を聴きながら，書院を凡さ詐，つぎに

庭闘交廻る，松琴主主等ではIJ、堀; 樹、| ‘ | の作に大きな感銘を

受け. 年後 1 時頃見守止を終り問所前でれ散したη

修学院灘宮・仁和寺・高 山寺見学会 22円 27名参加

午前10時京都駅西 U集合，京阪パスで修学院灘宮に到

着，係員の先 ;q.でードー中，上の茶屋を順次説明を受け凡

ヴづ ｾ 同然、のＡ瓜景を取り入れた庭園 美，簡素な茶室建物

生存飽かす約 1 時間観賞したのち，パ z で御室仁和寺に向

ド - p1同寺で中食を限 り{ 系{ 曽侶の案内で役院，茶室等

す'.:'M! . 有名な御室の桜，金堂等境内を一巡記念、緑媛をな

し同寺を辞し，雨降高山寺に向い，堂上より渓間の紅葉

を観賞 ＳＱ ｾ 寺 ＳＰ 分過ぎ同寺を出発帰途に着く，京都駅に

て 4 時l須解散した内
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コンクリート施工講座並びに

不 燃 建 築 と 新 材 料

今 夏大阪第一生命ピノレに於て開催 したコシグリ ート 施工 技能講座は

非常な好評を樽 し其後京都 ・兵庫支部にても夫々開催感況であった。

街中国 ・九州、|・ 和歌山各支部にては誌上予告の通り，プロ y グ建築と

新材 料の説明紹介をもかね不燃建築と新材料と題し，更に之に関連せ

る映画を加へ11月 1 日- 2 0日迄の聞に於て岡山，広島，山口，戸畑，

福岡，熊本，和歌山の七個所で一円乃至二円間夫 h 巡諮した。

講師コンクリート並にブロック建築について

阪大教授工惇 奥 島 正 一 氏 ( 材料，試験〉

神大教授工陣 伴 潔氏( 調合，構造〉

大林組研究室 谷 口 筒 武 氏 ( 工法 )  

菅田 霊長室氏 (  11 )  

日 野 勝 好 氏 (  11 )  

。

竹中工務庖技師長

建築材料関係

ヱスロンパイプ，積水ライト，タイルについて

積水化学工業 K K 研究課長 西 村 太 郎 氏

大型磨，合せ強化，断熱議音硝子について

円本板硝子 K K 研究課長 理 博 大 野

。 若 松 工 場 試 験 課 長 小 笹

ヱマルジョン塗料について

川上塗料 K K 営業課長 浜田

合成樹脂シンセイ，ウォルトンについて

東亜ペイント K K 製造課長 有阪

リノリウムと新しい接着剤について

東洋 1] / リウム K K 本社営業諌長

。 大阪営業課長

シリコン郵j ヱパータイトについて

昭和化 工K K 営業部長

白色セメントについて

小野困 セメγ トK K中央研究所次長

恒見工場長

フライアッシユについて

宇都興産 K K中 央 研 究 所 部 長 工l等 渡 辺 幸士三郎氏

。 主 任 梶 井 基 彦 氏

以上は夫々サ γ プノレを展示したが此外瞬間鋲打機

ドラグイァ ト 阪部興業 K K提供

トノレ ナ{ ド 島野尚事K K提供 も共に展示したn

以上終了後各地共下記16 ミリ， ト{ キーE央函を観覧したn

d タル フォーム 大林組提供 菅相，谷口講師概説

アメ リカ プロ 7 t1建築施工 阪i部興業K K提供説明

ヱ スロY バ イ プ 製 造 状 況 積 水化学工業 K K提供ト ー キー

セメ シト製品彫刻展 小野田セメシト K K提供説明

熊

本

会

場

・

大

洋

デ

パ

ー

ト

同

上

会

場

内

正 巳 氏

武 夫 氏

氏吉

熊 雄 氏

小早川龍男氏

田村 鋭 氏

広 見 氏

正 一 氏

峻 一氏

"  

旧常 務 理 事 大 和 栄 衛 新 任 常 務 理 事 手 島 政 男 ，

脅 記 長 沖 田 誠 一 〈 広 島 福 島 の み 〕 随行 関係方面

苅谷

藤井

吉岡

事務局

山

口

会

場

・

教

育

会

館

福

岡

会

場

・

拙

設

会

館
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・
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政
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ビ

ル

に就退任換拶並に紹介，会務に関する打合せ等なし
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20 Ｑ 布 ｬ 耳 ｾｉＧｉ 工業高校
和 歌 山

別 人 |奥山

:l V f- j f_雄

2 1始以会館 ( 講義)

4  1  

51京大雄築研究所

ι 1  (  Ｇｊｾ沼Ｉ

{ 同. 1 : )

岡田清

Ｓｾ＠

同

上

会

場

内

尾均久助山内嘉兵衛

潔

電

次

隻

好

曲

E

康

勝

因
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野

伴

菅

森
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17 Iil! 設 業 協 会兵 庫 支 部

吉 岡!J 武18  

( 同 上 )

以上の内京都，兵庫，岡山の三箇所は地元の要望に依り夫々終了証嘗を授与 した。

(ω' )  



太和前常務理事退職慰労金募集決算報告

さきに大和前常務理事に対する退戦慰労金の募集について会員各位にお願い致 しました処時節柄にも拘はり ま

せず，各方面より 多大の御賛同を得まして予期以上の額を御寄贈戴く ことになりました，本人の感激はもとより

我々発起人一向に於きましても各伎の御芳志に対 し感謝にi蓄えない次第でございますη ままに下 J 己の返 り決算報告

を申し上げると共に厚く御礼申し上げます内

昭 和 三 十 年 一 月

言E

大手自前 市務J I l l . 市退職慰労金募集実行委口長

東 畑 謙

金受百六拾四万四千円也 御応募金総額

( 内現在来収入金問千円也〕

金参千参百六拾を円也 向上預金利子

会計金壱百六姶四万七千三百六拾壱同也

上記合計金を大和前常務理事に贈呈することと数しましたn

大和前常務理事退職慰労金第四回申込者芳名

( 前号続領収分)

小 野 田 セ メ γ トKK 殿

大 阪 建 築 事 務 所 殿

池 田 宮 彦 殿

高 僑 慶 天 殿

東 畑 建 築 事 務 所 般

東 焔 謙 三 殿

伊 丹 久 吉 殿

稗 田 治 殿

道 回 若 手 治 郎 殿

星 広 文 殿

日本セメント防水到l 殿

湾 与 荘 殿

松 崎 甫 殴

内 外 工 業 KK 殿

H本 油 脂 大 阪 支 庖 殿

宮 脇 晴 美 殿

Iヨ本建築協会九州、伎部殿

広 瀬 清 三 郎 商 庖 殿

岩 元 工 業 KK 殿

川 島 織 物 悶 〈 殿

伊 藤 進 殿

高 弁 久 治 殿

都市不燃化促埠塞合会殿

若 田 久 作 殿

白 石 登 喜 男 殿

佐 藤 正 治 良11 殿

徳 永 正 三 殿
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2，000 竹 内 佐 平 治 殿

2，000 太 宰 ニ 自1I 殿

10，000 神 田 省 -- 殿

3，000 清 水 栄 二 殿

10. 000 岡 田 孝 男 殿

10，000 作 間 円 出 生 殿

1. 000 務 木 望 太 郎 殿

1. 000 木 村 捨 蔵 殿

500 桑 田 茂 殿

1，500  

1. 000  

500 

500 

2，000 

2，000 

1，000 

20. 000 

2，000 

2，000 

2. 000 

500 

500 

3. 000 

500 

1，500 

1，000 

1，000 

伊 燦 幸 一 殿

三 友 工 業 KK 殿

佐 々 木 米 太 郎 殿

渡 突 幸 殿

大 鳥 居 満 t ! : ! . 殿

大 鳥 居 工 業 所 殿

森田康 ￬ｊｾ 殿

錦 回 定 一 殿

宮 剣 克 二 殿

旭 化 工 板 製 造 殿

野 中 駒 市 殿

吉 崎 源 、 三 良1I 殿

門 野 勝 好 居 室

中 野 l順 次 郎 殿

山 内 茂 殿

塩 路 惣 吉 殿

[守 本 レ イ ョ y KK 殿

大 阪 窯 業 KK 殿

以 上

500 

500 

500 

1，000 

2，000 

1，000 

1，000 

1，000 

1，000 

500 

1. 000 

500 

1，000 

1，000 

2，000 

500 

500 

1. 000 

6写 000

2， 000 

2，000 

1. 000 

1. 500 

500 

1，000 

10，000 

2，00。
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白 石 博 三
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中 央 電 気 工 業 量 生

ヤ マ ト 電 気 商 会 殿

三 機 工 業 KK 殿

安 田 則 世 殿

中 西 六 郎 殿

工 英 社 殿

工 藤 甚 五 郎 殿

問 村 忠 一 殿

消 水 升 殿

新 晃 工 業 KK 殿

東 洋 陶 器 KK 殿

田 村 商 会 民 主

新 村 工 務 庖 殿

置 塩 章 殿

関西建材会建物消掃部有志双葉建袋社殿

向 上 山 下 商 庖 殿

日本セメ γ ト関西事務所殿

伴 仲 信 次 殿

平 川 鉄 工 所 殿

落 藤 藤 吉 殿

神 谷 治 殿

神 野 工 業 所 量 生

神 野 信 次 郎 殿

日 本 板 硝 子 殿

姻 井 啓 治 殿

銭 高 輝 之 殿

和 歌 山 支 部

林 一 馬 殿

村 佐 次 郎 殿

袋 国 雄 殿

島 正 積 殿

粟

島

布

児

産経会館 6 階大阪アメリカ

文化セ ンター講堂

講 師 芦原義信氏 略 産 昭和 17年点大半昭 27年招待留学生として渡米，エ

ール大学で 「アメリカに於ける近代家屋」えその日本池築に対する関係」治文発表，ハ

ー パ ード 大学より ｾ ｩｬｬｾ 範学土 」 を交け， 29年ロツダブエラ ー1¥:Y<こより，i J f 困， jjt ，t ，f lj 

等欧州を巡! 監， 昨冬帰凶， 姥築 <Ji 務所紅泊のf j J r新姥築」 の編集に協力近く表記括主題

により東京外各地で i講演c，

主催 社団法人目本建築協会・大阪アメリカ女化センター

2 月11 日( 金〕午後 2 時一 4 時とき・ところ本 建 築

が

アメリカ建築

に及した影響

講 演 会

日

造業経済新聞社後 援

毛色文イ11:1式を句8射や退治しげ
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日本建築協会・関西建材会・会員
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会 員

高戸紀綱君の卦

会員高戸紀綱君は去る 29年

11月29日逝去されました。

ここにその遺影と略歴をか

かげて，謹んで哀悼の意を表し，その御冥福をお祈り

申し上げます。

編 集 後 言己

国家安全伺湾関係 417億ドノレ 6 7 % 

社会福祉関係 120街、ドノレ 19%  

国債利子関係 64億ドノレ 10%  

一般行政関係 23億ドノレ 4 %  

計 624億 ド ル 100% 

これは， アメリカの大統領予算教委からみた新年度

( 1955年7月一1956年6月) の国家予算の割合である。こ

のことがどういう役割を果すか，とくに日本はアメリカ

と行政協定 ・M S A協定で結ばれているので，日本の政

治経路の方向を考えてみる上にと って，アメリカの国家

予算にも関心をもたさ‘ るをえない。

公営住宅三ヵ年計画は本年度より 第 2 期に入るが，第

1期の実績は約6 9 %であった。本年度は少くとも 29年 度

( 126億) の倍以上にふやすことが必要であろう。 金 融

公庫による融資住宅も 29年度の1 . 5倍以上でなければ，

年間 6 万戸すら確保することはむつかしし、。その他官公

庁の補助による融資住宅があるが，これも前年度の倍以

上でなければ意味をなさない。民間自力建設においても

最近の年間16万戸台を大巾に引上げるには，税法の改正

も必要であろうし， 住宅投資が p a y するような経済の

しくみにかえなければできないことだろう。

ところで，先程のアメリカの国家予算の意味するもの

が，日本の経洛にどうし 、う役割を与えていくかである 。

今年は住宅建設が大いに期待されてし、るが， この住宅建

次 号 予 告

2 月号は「コシグリ{ ト特集」として ，1. P  S コ

シグリ { ト 設計 2. ヒ・アノ線 3. メタノレブオ{ ム

4 簡易試験法 5. スライドプオ{ ムの記事をのせま

す。 f作品作風」は，北電話局，愛知県市町村会館

京都3王条保健所，西成慌役所をけいさい予定。 f j;主

術活凶」はとくにエアコシデイシヨニシグの解説記 |

引を集録。
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略 歴

大 正 9 年 3 月 日本建鉄工業阪に入社以来 スチール

サッシユ ドアーシャツタ{ の設計及営業に従事。

昭和 3 年 3 月 間社と 三機工業KKが合併するに及び:

機工業大阪支庖鋼材i部長として転籍っ

昭和 9 年 9 月 朝 H鋼材工業附く創立と同時に| 司社大阪

支庖長に就任。

昭和14年12月 全国同業者を一 丸とする H本サッシユ

統制限設立と同時に同社大阪支庖長に就任。

昭和20年 9 月 KK三高製作所を設立，会社取締役社長

に就任，今円に及ぶ。

設とアメリカの意味するものとが，どうし、う関係をもっ

てくるかはここではふれなし、。が少くとも，住宅建設は

M S A体制jにしばられないで，大いに促進してもらいた

し、。

両手に花という慾ばり= からし、ばりはやめてほしいと思

う。

本号は，日本における建築的伝統とはどうし 、うものか

を特集とした。西山 ・白木・外村 ・森田諸先生から玉稿

をえたことをよろこんでいる。厚く感謝致します。作品

作風は， グリ { シピノレ，兵庫水産会館，大沢商会，船岡町

役場をけいさいした。御協力いただいた関係者に紙上よ

りお礼申します。「建築の眼J I紫煙室」も泊がのってき'

たと思うが，会員諸兄の御感想をぜひお聞かせ願いたい

- 会員の声をのぞむ=

i  f建築と討会」誌に会員のいつわらざる声をのせて

j - …き一一一の要領で原稿をお送り下さい。字数 4∞ 字。

1. 職場の便り。 2. 感想。 3. 雑誌への批判。 4. 建築

界の討会について。 5 建築協会への御意見。

ｾ、，、，ｾ， 、 ＭＭ、，匂Ｍ｟、， 、 ＢＧ｟ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＭＭーー輔自，、，噌ｾ、ＭＭＭ、，、ょ

建 築 と 社 会

館 3 6 鞘 第 l 号

売 価 1 部1∞門 ( 送料共)

昭和29年12月25 日印刷・昭和30年 1 月1 日発行

編集発行人 沖
田 誠

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市北区中 ノ島8 ノ8朝日ピノレ

電話ゴヒ浜⑧ ＱＳＳＴｾＹ 番

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷l 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 所 株式会社研文社 電 話 量 崎 駅 揃 '
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正

H月成建設 K K ( 痢川 4750)

近後建設 K K ( :1二{ 主婦2580)

東洋紡tjt 浜必工場営繕課

浜. 1'2市西伊馬問J 1日l社内

修

) 1' 戸 田建築設計計算事務所

東京都渋谷| 天原稿3の285 ｾ苛 ＱＱ Ｑ {iT3G58 

A モ守| 天茶臼山 IHJ 111 

阪本紡*. i ' i K K

泉市郡丙信逮村岡 IU 大 阪紡結社宅

市灰: 日本編筋 3 の B

忠

宝塚市川面武際川i l ! i 2 の23

八係市清納町一 H I 大林組社宅

大和建設株式会社

四台市鳴尾町小松鳥院前 三 四

香川県小R 郡 洲 崎 村 東 洋 紡 社 主

朝日機材 K K 電⑧7516

君主1: 東医北i兵5 丁目 13 円建設計工務 K K

古

都島第 2 工業高等学校述書軽科長

ｊ［Ｈ 都市伏見区深 草 東伊達 ｾｉｊ 西部

男

造

行

彦

和歌山県日 高郡美浜町和 1113106

京都市上J;( ! X : 北野紅梅町 53

多間建設 K K

堺市六条通 2 丁目 17

I ! G区京凹I 堀通 5 の14

K K精 建 社 ⑬1949

静岡市安東三の一三 八

阿倍野p ( 相中通リ二の六一

岡山市上伊福情心R ¥J

大林組工事々務所

神戸大ヤ飽設設!

丙宮市六湛寺町七 七、 土建会館内

自E

川西市寺畑字中尾 14の7

神戸市灘lヌー船寺町 1 のIG

狼

明成建設 K K社長

北区滝 川 ｉ￟ｊ ＳＰ 近畿主ｾ設 ｋｋ ( 繍川 3442)

東洋紡綴津工場

三 重 県三重郡精田J 1百l 社内

井戸悶建築計算事務所

名古展市外 山 111村 平 川78

北区梅ケ校 IHJ 203 富士建築: r . 務 K K

只塚市南上 10)" 1154

生野区猪 飼野西3の63 (天王守 18)

宝塚市川面池間方33

八鱗市黒崎西筒井 大林組住 宅

森工務庖

西 宮市戸間町一二

北区営鳥浜通 1 東洋紡? 戸; 給諜

伊汁市天 j ド藤ノ木 東洋紡社宅

朝日機械 K K ).;(橋 1093

都 島了. 業高等学校建築 科長

東京都新宿区三栄町二三の 四

和 歌 山 県 日i古都和 問村3106

左京灰下鴨 下川原田J 53

昭和建設 K K

堺 市 販 町4 の67

静岡市西千代田町四六

阿倍野区 l情明通りーの 四六

大林組西条工事々務所

尼崎市長 州 々末 l 尼崎ーで業・高等

兵庫県有馬郡長尾村宅原八三 四

神 戸 市灘R 船寺通 l の16

尼 崎市昭和通2 大林組工事 々務 所
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神戸市灘区篠原区田J 3の43

昭 ｾ ｟ K K竹中 工務庖 ( 本町7591)

令官工住吉区帝塚 山中 5の25

自主専倉敷市建築課長

神戸市長田区御蔵通五の三O 七治

近後地方処設局営繕部計画i課長( 土佐堀 15)

神戸市長! 日|茎8の1 (湊 )117941)

K K大林組広島支庖 (4- 151)  

広島市牛悶町旭町 1420の1

豊中市桜塚本通二丁目四九

茂

仁張工務! 占

南河内郡 日置荘町西44の3

兵庫県養父郡八鹿町八鹿710

尼崎市昭和通2丁目

大林組尼崎工事々務所

目建設計工務 K K

阿倍野区文の里3の105

員

勇

消

北区神明町 10

天王寺区東高津南之同T

簿

』

，

F

回

。

“

員

E

生

邸

目

貝

在

住

川
町

会

関

電

邸

A

Q

Z

正

建

芳

-
一

人

博

武

=

目

上

伏

ニ

a

H

2

井

6

犬

一
一

P
且

p

a

P 31  

尾 崎 義 包

l ' 41  

菊 池 庄太 郎

P119 

北 久 一

P120 

嶋本 恒雄

光

三

潔

造

郎

維

郎

美

正

俊

外

太

光

次

春

竜

政

機

辺

島

西

木

田

木

山

高

田

3

伴

回

一一一

7

森

7

八

3

士

F

鈴

p

a

p

-

-

P

A

D

-

-

P

A

D

A

P

-

-

昭 8 早高工

大 工 大

大阪市犬

大 学 院

氏 名

銀

関 商 工

電 ( 壬生)

三九五O
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菊地 庄太郎
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塩 見 俊三
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八 木 光 男

吉田政次朗

昭18関 工 |  昭19関商 工

天王寺区 上本町 7

池田市城南西町 543

上六ピノレ

倉敷市建築課長

K K竹中工務庖

住吉区帝塚山中 5の25

神戸市長岡区御蔵通五の三O

K K大林組広島支庖 (4ー 151)

広島市牛間町畑町 1420の1

近畿地方建設局営繕部計画課長 (土休 明 11) )

神戸市長田区8の1 ( 湊川 7941)

京都市東山区八坂通 l二IU"11 八一

院建設 K K取締役

堺市東浅香山町府公舎 19
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